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会長挨拶

「アポリアとしての版画」

大学版画学会会長

木村秀樹

1974 京都市立芸術大学西洋画科専攻科修了

1974 第9回東京国際版画ビエンナーレ(受賞)

1988 MAXI GRAPHICA設立

1988"""文化庁派遣在外研修員としてアメリカ留学

1990 カタログレゾネ出版

1992 公益信託タカシマヤ文化基金

新鋭作家奨励賞受賞

1999 京都市立芸術大学教授

2004 ispaJAPAN2∞4実行委員長
2007 「関西現代版画史」編集委員

2008 京都美術文化賞受賞。

2009 京都府文化賞功労賞受賞

1 

2004年、当時大学版画学会の会長で、あった中

林忠良先生の発案で、日本で最初の国際版画シ

ンポジウムlispaJapan 2004Jが、東京芸術大学を

主会場に聞かれました。「版画・検証から再構築

へ」をメインテーマに「版画とテクノロジーJI版画

と教育JI版画と大衆性」品、う3つの分科会、また

併設展IThePLATESJ、画材フェアー、等の関連

イベント、さらに、「名古屋会議JI京都会議」を含

めると、まさに一大イベントと呼ぶにふさわしい、

規模と質を持った試みで、した。

このイベントに関する評価は、関わった人の

数だけ存在するので、しようが、改まって lispa

JAPAN 2004Jが総括された形跡はありません。だ

からと言う訳でもないのですが、当時の実行委員

会の委員長として、また1参加者として、このイべ

ントを通じて考えたかった問題を、今一度思い返

してみたいと思います。それは版画の定義の問

題、別の言葉で言えば、版画の独自性と普遍性、

そしてその両者の関係に繋がる問題でした。版画

の独自性そのものを特定する事自体、議論百出

が予想される難題ですから、回答が簡単に導き

出されるはずはないので、しよう。しかし少なくとも、

独自性の測ヒがそのまま予定調和的に普遍性に

つながるとしち単軌的展望が楽観的過ぎるとし1う

認識は*、共有し得たのではないでしょうか?そこ

には、版画が一つの領域を形成するためには、

ある種のアポリアを抱え込んでしまわざるを得な

いとしち皮肉がありました。パラド、ックスあるいはジ





特集記事

「現代美術における版画もしくは版の意味J

現代表現作家

河口簡夫×五十嵐英之対談

河口龍夫

1974 第1回井植文化賞受賞

1979 東京国際ビエンナーレ

北海道立近代美術館賞

2∞8 日本文化墓術振興賞 受賞
2∞4 筑波大学芸術学系名誉教授
倉敷芸術科学大学教授

京都造形芸術大学客員教授

五十嵐英之

2∞7 r KulturRemisen Intemational Wo欣shop
for Visuall ArtistsJ 8rande Denmark 

2∞7 r遠くの画布近くの絵」展
拡大化計画中西夏之×五十嵐英之

加計美併鵡

2∞7 倉敷芸術科学大学准教授

3 

五十嵐:

河口龍夫先生は、 2007年「河口龍夫見えな

いものと見えるものJ名古屋市美術館と兵庫県立

美制諸官、同時開催の展覧会、 2008年「時の航海J

富山県の発電所美林7館、「無限への立ち位置一河
口龍夫の 1970年代j宇都宮美林f館など勢力的に

活動されてきました。またそれ以外にも横田茂ギ

ャラリーで、の展覧会rsee saw seenJなど、様々 な活

動がみられました。展覧会は幅広い要素と様々な

成り立ちをもって展開されましたが、そのスケー

ルの大きさには圧倒されずにはいられないほど

のものばかりで、した。河口先生はこれまで色々な

制作をされてきているのですけども、今日は東京

国際版画ビエンナーレで、の『関係一質』としづ出品

作品についてお聞きしたいと思います。当時、版

画表現に対して河口先生の非常に鋭く、そして明

瞭な版画の捉えが提示されているように受け止め

られてしぜす。河口先生ご自身、当時の作品を振

り返られて、どのようにお考えになられていたの

か、また今どう思われているのか、そうし、ったこと

をお聴きできますか?

河口:

東京国際版画ビエンナーレには1979年に出品

しました。第 11回東京国際版画ビエンナーレの

招待が来た時に僕は版画家じゃないので、参加

しても良いのか、参加しなくても良いのかちょっと

判らなくて迷いましたが、おそらく版画家として招

待されたと言うよりは、河口龍夫がどんな「版Jを

表現するか、と言うことかなと僕なりに理解しまし

た。それで参加することにしたんですね。その時

の作品のタイトノレは『関係ー質』という作品で、これ

は紙を捉える時、そこにインクで昂Ijられたり、ドロ

ーイングがなされたり何かが描かれるとし、う、 主役

じゃなくって、いつも紙は補助、ベース、そうし、う

ものですよね。その紙そのものが作品成立にとっ

て非常に重要な要素となる作品にできなし、かとい

うことを考えました。紙ってし、うのは立体の場合も

マケットで、あるように、紙そのものが主役じゃない

場合が多々あります。そこで伝統的な紙に注目し

ました。福井県小浜市の和多国を訪ねて、紙漉を

しました。その時に版の特徴を考えて、“版とし、う

ものは同じものを繰り返す"わけですけども、その





河口:

その当時ね、僕が嬉しかったのは版画家が結構

関心を持ってくれたんで、す。多分、僕がシルクス

クリーンをやったり、リトク、ラフをやったりあるいは、

エッチングをやったりしてたらガッカリしたかも知

れない。だけど河口龍夫の関係という一つの世

界、それで、作品を作ったとし、うことに非常に興味

を持ってくれた。それは良かったと思Lう。

五十嵐:

河口龍夫ならではの版画として興味や関心をも

たれたのでしょうか。それは版画に対する再認識

につながったので、はないでしょうか。

河口:

それならいいんですけど。

五十嵐:

東京国際版画ビエンナーレは、版画として河口

作品が興味関心を持たれたということですが、河

口先生の作品の中に「痕跡Jとしち作品があります

ね。男と女が腕を噛み合い、歯形を残し合う、そ

の行為又はその痕跡を撮影された作品です。

あの作品には、人と人が肉体をはさんで関係し

合い、そして何かが残される。もしくはその残され

たものが変容していく。その様子を想像すると、こ

の形式は版画制作のプロセスに非常に良く似て

いると私は受け止めたのですが、この作品につ

いて河口先生はどのようにお考えだ、ったので、しょ

か。

河口:

これは男性の腕と女性の腕があって両方の腕

に歯形が付いているんですね。男性の腕には女

性の歯形が、それから女性の腕には男性の歯形

がそれぞ、れついているんです。これはなんていう

のかな、まあ、やっぱり関係なんで、すよね。男女

の関係、あるいは生きてることの関係、そう言うも

のだと思うんですけど、時間が経っと消えて行く。

五十嵐:

消えてし、くんですよね。

河口:

そう消えてゆく、その一瞬を捉えたような仕事で

すよね。これは、「今日のジュエリー展世界の動

向J1984年に出品したんですよ。京都国立近代

美制諸官で、あった国際ジュエリー展なんですけど、

5 

宝石や貴金属が全然みられないジュエリー。歯

形がジュエリー。それで、不思議な反響がありま

したね。

五十嵐:

異性から送られる、ジュエリーとして、その行為

を送ってもらう、もしくはそこに何かが残ると言うこ

とが、他のジュエリーとは違った価値があります

ね。愛し合う男女にとっては本当のジュエリーか

もしれないですよね。

河口:

版画とし、うのは、紙に異質なものが付くわけで

す。だけどこの腕の作品の場合は、何もくっつい

てないわけです。ただ痕跡としての生きた人間の

歯形が付いている。男性には女性の、女性には

男性の。

五十嵐:

そうですよね。

河口:

見方によっては色んな解釈がで、きると思います。

五十嵐:

そうですね、ピ、ジュアノレ的に残るとし、うこと。そ

れと痛みとか、快感とかまたはもっと複雑な感覚

要素など、何か視覚以外の感覚に残るもの。拡大

角l朝突すると刷り込み(インプリンティング)なども版

画的な概念との関連として引寄せてしまいます。

この作品からは、いろいろな想像がひろがります。

河口:

それは多分、見る人が想像上の追体験をするん

でしようね。

五十嵐:

なるほど・.. 

五十嵐:

雄型とか雌型などの、型を用いて複製する時、

版画には“複数性Yし、うキーワードが浮かび上

がります。そこに雄と雌品、うものは必ず存在する

ように思うんです。そう言った意味で、もこの作品は

版画をイメージさせられますね。

河口:

ああ、そうで、しようね、多分、版と言う考え方の原

点みたいなものでしょうね。





五十嵐:

ではまたさらに別の作品のことをお伺いいたし

ます。筑波大学での先生の取り組みの中で、河

口龍夫の顔写真を撮影し、その写真をお面にし

て大勢がそれを着けて先生の所に迫ってくるとし、

う、パフォーマンスがありましたね。

河口:

これはね、パフォーマンスとし、う授業の枠でや

ったんじゃなくて、僕がその年、2003年に退官す

るんですよ。退官する時に1年間にどうやって河

口龍夫を驚かすか。というのを学生が結託して，

色んなことを仕掛けてくるわけです。その仕掛け

の一つでね、僕が制作している筑波大学の工房

があって、その窓から庭のような広場が見えるん

です。そこで遠くに学生が見えたんですよ。それ

が僕の制作しているところに段々近づいてくるわ

けです。「なにしているんだろう」と思って見てい

ました。学生達は横にずらっと列んで、いてね。

段々近づいてくると、全員が僕の顔をしている

のね、カラー写真で、作った僕の顔のお面をかぶ

ってるんで、すよ。それが非常に無口な存在なん

です。無言のままだんだん近づいてくるんです。

それで、面白かったのは僕自身の見慣れてしも体

型があるじゃない、身長とか横幅とか、そう言うも

の含めて顔を意識しているんですよ。ここではそ

れが崩れるんですよね。

五十嵐:

なるほど、興味深いですね。それでその後どう

展開するんですか。

河口:

ええ、それで凄しソッポがし、たり、太ったのがい

たりして、顔だけ同じものが段々と近づいて、僕

の制作しているその工房の窓のところにずらーっ

と列んだのです。それらが、ジーッと本物の僕を

見ているとし、うものです。

五十嵐:

その前にいて、どんな感覚になられました。

河口:

これは面白かった。で、この場合ね、僕の顔自

身が版画になっているわけで、すよ。版画になって

いることによって、僕自身の分身にあたかもなっ

ているかのように感じるわけですよ。これもね複
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数性とし、うことではそうなんだけど、その仮面と言

うか、僕の顔をしている仮面の裏側には本人がし¥

るわけね。

その本人達はそれぞれの体型、それぞれの個

性、そういうものが全部あって河口龍夫に如何に

成りきるかとし、うことを意識している。だから話しか

けないわけです。彼らなりに考えてるわけですよ。

話すと方言が出たりとか、考え方や個性が出たり

するから無口なんだ。だからこれは多分打ち合わ

せしたんだ、と思う。ただ黙って本物を見つめる。こ

れは凄い面白かった。

五十嵐:

最大限、河口龍夫とし、うオリジナルに近づく為

には、自分の情報を抑えるとし、うことなんでしょう

ね。

河口:

そうですね、だからこれは版画の複数性、オリジ

ナルが一つで、はない、オリジナルに皆近づける

為に複数にするでしょ?

そうし、うことと非常に似ているんですよね。

五十嵐:

そうですよね。アンディー・ウォーホールの作品

なんかも、同じ版から始まるのですが、レイヤー

で作品を多様化していき、そして複数イメージを

つくってしてとしち試みがなされました。そのことと

の関連はし、かがでしょう。

河口:

マリリン・モンローとかをアンディー・ワォーホー

ノレが版画にするんでしょ。

アンディー・ウォーホールが版画にするのは全て

有名人なわけですよ。つまり、皆に認知されイメ

ージの複数性を既にもっている人しか使わない。

と言うことは、関係が偶像化され既に知っている

わけですよ。だからそれは誰だ、ってわかる。そこ

がね、違うんです。

五十嵐:

今、オンエアーされているコマーシャルで、よく似

たものがありました。SMAPの木木村石哉さんの顔

写真をお面にして、 7人のスーツ姿の男女が会議

室で打合せるシーンです。その打合せのメンバ

ー全員がちょうど口から上だけの顔写真のお面を

着けて話し合いをするんです。木中村石哉さんも最





面ライダーは泣かなしリと。だから変身してしも、

あの仮面ライダーとし1う「版」になっているその聞

は泣かない。これは中々面白いなと思って。本人

に戻ったら、やはり痛し1から泣くわけです。

五十嵐:

版と言うものは、やはり何か型というものに押し

込めるような、そうし、う力があるんでしょうね。

河口:

そうですね。だからやはりそう言う版とし1うのが、

時には人間にとって必要なんで、しようね。

五十嵐:

そうですね、もしかすると社会のルールとかモラ

ルとかそうし1ったものも「版」的な機能があるのか

もしれないですね。

河口:

そうそう、制服とか。

先生は先生らしくなんてね。(笑)。

五十嵐:

河口先生、「版」というものを捉えるためのいろ

いろな例があがってきました。今、多様化する版

画表現のなかで、「版画とは」という問し、かけに作

家ひとり一人が個別の答えを出していると思いま

す。それは今に始まったことで、はないと思います。

ある時代、複製するためのメディアの代表として、

発明・利用された版画技法は、写真等の複製技

術の前では「版画とはJ~" 、う質問に対し、疑問と

確信があったことで、しよう。

今もなお、「これは版画として捉えてよし、か否か」

などとしづ議論があります。そしてそれぞれの作

家が別々にその正当な答えを出していると思わ

れます。

河口:

それはね、版とし1う表現形式の崩壊なんですよ。

あるいはもっと言えば、芸術に於ける表現形式っ

ていうものが、もうあまり意味をなさなくなってきた。

むしろ表現の形式ではなくて、 一番大事な何を訴

えたいか、何の為に作品を成立させるか、そこが

一番重要になってきてますね。

五十嵐

個々の作家に委ねるその答えは、個々の作家

の表現の中にあるのですね。版の可能性とは如

何なるものでしょう。
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河口:

だからどうしても版は形式がなしせ成立しない。

僕もリトグ、ラフとかエッチングとかやりましたけどね、

その形式みたいなものを修得するのに非常に時

間がかかるし、訓練するでしょ?それを一生懸命

訓練して得たものとしづのはね、使いたくなるの

ね。型にはめたくなるんだよ。だから中々脱出で

きなくなるんだよね。

五十嵐:

リトグラフを発明したゼ、ネフィノレダFーは石灰岩の

上の油性クレヨンのメモ書きから、油性インクと油

の親油性と水と油の反発性とし、う、物質的な質の

関係に気付きました。それをイメージ表現として

使えるところまで、もっていったのが発明だ、ったわ

けなんですね。その技法になる前にやはり物質

の中に質の発見があったわけなんで、すよね。そ

の質自体を用いて表現を実現させるところが凄く

重要なんだろうなと思いますね。

河口:

もともとは何か表現したしものがあって、それか

らその技術とか形式が生まれるものなのね。だか

ら一つの形式を永遠化するとしちのはやっぱり難

しいと，思うよ。そんなに永遠化してもしょうがない

みたいなことだよね。

五十嵐:

版画表現の行方についてどのように考えられま

すか。

河口:

まあ、版画の可能性みたいなことを考えると、今

迄に無い全く新しい技法、形式を考えて版画を成

立させる方法か、あるいは版と言う概念を徹底的

に拡大して「これでも版画か?J~"\うギリギリのと

ころまでしてかだね。で、もう一つはオリジナル、

つまり絶対複数にできない、そう言うものを用意

するかではないでしょうか。

五十嵐:

本日は、版の特性に触れるいくつかの側面に

ついての話をお聴きすることができました。これま

で、知らなかった作品制作のエヒ。ソードも知ること

ができ、楽しかったで、す。私たちが版画を制作し

て行く上で河口龍夫先生の創造的刺激を受ける

ことができました。ありがとうございました。
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1.はじめに

1960年代のアメリカ合衆国におけるポップ・

アートやネオダダの活動は、モダンアートの新し

い動向として顕著なものがあった。また、この時

期のニューヨークは、俗にニューヨーク・スクー

ルと呼ばれるくらい街全体がアートに覆われてい

たといっても過言で、はなしL ピノレの壁には様々 な

絵が描かれ、サブ ・ウェイも落書きのかたまりで

あった。街全体がアートと何らかのつながりがあ

る、そんな雰囲気をもった街で、あった。それは、

世界のアートの中心がパリからニューヨークへ移

ったことの証でもあったとも言える。その中で、

版画は、多くのアーテイストによって制作された。

版画家のみならず、画家、彫刻家をはじめとして

あらゆる美術家が新しし、イメージを求めて様々な

試みをしたジャンルで、ある。アンディ ・ウォーホ

ル、ジャスパー ・ジョーンズ、ロイ ・リクテンシ

ュタインなどの版画がその好例である。アメリカ

合衆国では、1950年代後半から出版版元とな

る大小の版画工房が続々と誕生した。その中で、

ニューヨークに設立されたユニバーサル・リ ミテ

イツド ・アー ト・エディション (Universal

Limited Art Editions= U.L.A.E.)とロサンゼ、ル

スに設立されたタマリンド ・リトグラフィー ・ワ

ークショップ (TamarindLithography W 

orkshop)が良く知られている。なぜ、この時期

に版画工房が設立され、多くの美術家が版画を制

作して出版がなされるようになったのであろうか。

版画の隆盛は、どのような社会的背景のもとで起

こったので、あろうか。

わたしは、版画隆盛の背景の一つに1950年代

から60年代にかけてアメリカ社会でよく論じら

れたカルチャー・ ブーム現象、 “文化の爆発

(C叫tureExplosion) "と密接な関係、があると

考えている。版画は、同じものを複数制作するこ

とが可能であるため、オリジナル作品であるにも

かかわらず比較的安価に販売が可能である。その

ために、カルチャー・ ブーム現象の中で美術に興

味を持った新たな社会階層に安価にオリジナル作

品を提供することに寄与したことが考えられる。

また、版画は、古来より情報伝達メディアとして



の役割も果たしてきた。版画が、西洋起源のファ

イン ・アートをアメリカ社会に広め、新しく興っ

たアメリカン ・アー トを人々の身近なものにさせ

る役割を担った可能性がある。

この論文は、アメリカ合衆国における 1950年

代から 1960年代にかけてのアメリカ版画の興

隆と、その社会的背景と考えられるカルチャー・

ブーム “文化の爆発"との関係を考察しようとす

るものである。

“文化の爆発"と呼ばれたカルチャー・ ブームに

ついては、それが本当に事実であるかどうか、当

時より肯定派と否定派による様々な議論がなされ

て調査もされている。なかでも評論家で未来への

提言に優れた業績を持つアルピン ・トフラー

仏lvin'Ib血er)と経済学者ウィリアム ・J・ボウモ

ルとウィリアム ・G・ボウエン (W出iam.J. 

Baumol &W出iamG. Bowen)の研究には特筆

すべきものがある。アルピン ・トフラーは、彼の

著書『文化の消費者(恒le Culture 

Consumers) JI (1964)の中でカルチャー ・ブ

ームについて肯定的な立場から論述している。ま

た、ウィリアム ・J・ボウモルとウィ リアム ・

G ・ボウエンは、舞台芸術やオーケス トラなど団

体で催すアートについて詳しく調査する中で必ず

しも肯定的ではない。そして、当時のアメリカ社

会が経済的にどのような状態で、あったかは、経済

学者、 J• K・ガルプレイスの著書『ゆたかな社

会JI (1958)に詳しく分析されている。

この論文では、以下の順序で1950年代から 1

960年代にかけてのアメリカ版画隆盛の背景を

考察することを試みる。

1.アメリカ社会における人々の芸術全般への関

心の変化と社会背景を考察。

2.第二次大戦後のアメリカ美術と社会の関係を

考察。

3.第二次大戦後のアメリカ版画とその背景を考

察。

4. 1 950年代から 1960年代のアメリカ社

会と版画の関係を考察。
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n.アメリカ社会と芸術への関心

ビューリタリズムと芸術

アメリカ社会と芸術の関係、を考察する上で欠かせ

ない事柄として、宗教上の厳しい戒律を守ろうと

するピューリタリズムの社会への影響があげられ

る。ローマン ・カソリックや英国国教会の世俗性

を批判し、信教の自由を求めて新天地アメリカに

思想、卿を建設しようとしたピューリタン(清新走)

の思想、の芸術への影響である。

奥田恵三(1992)は、 『アメリカの芸術現代性を

表現する』ーアメリカの芸術音楽-1.アメリカ

音楽の始まりーの中で、

1 7世紀初頭、入植者たちにより新大陸に初めて

もたらされた音楽は、微々たるものだ、った。信仰

の自由や生活の安定を求め大陸北東部ニューイン

グランド地方に入植したピノレグリム ・ファーザー

ズやピューリタンズたちも、また、交易のために

東海岸中部に来航した商人たちも、生活必需品で

ない音楽に必要以上に関心を払う余裕がなかった。

ω 

と記述している。また、ピューリタリズムの教義

の特徴について山之内屋靖(200ωは、 『マック

ス・ウェーパー入門』のーカルヴァニズ、ムの教説

とその非人間性ーの中で教義の性格について非人

格的 ・事務的合理性、反権威主義などとともに感

覚文化の拒否を挙げて、 「ピューリタンは、文化

一般、とりわけ学問を尊重しなかったわけではな

いのですが、日常生活の中でこの世の楽しみを解

放するような方向性をもっ感覚文化については、

きわめて厳しく排撃しました。」と述べている。

ωその点では音楽のみでなく美術も例外ではな

いことが考えられる。

アノレビン ・トフラー(1964)は、 『文化の消費者

(官leCulture Consumers) JI -第2章文化

の量一の中で第二次大戦以後のアメリカ人の芸術

に対する姿勢の変化を「無関心で、、無頓着で、敵

意さえ持っていたものから、熱心で、時には無学

で、あっても、熱狂的なものへと 180度転換し



た。 Jと述べた上で、ピューリタンの人々の芸術

への姿勢について次のように語っている。 ω

最初は軽蔑があった。17世紀半ばのイギリスに

おいて、 ・・・・正式な清教徒たちにとって、仕

事は神聖で、怠惰は悪であり、芸術はせいぜい

「神様から与えられた貴重な時間」の浪費に過ぎ

なかった。芸術に対するこのような軽蔑が、大西

洋のこちら側の荒野に移入されてきたことは驚く

にあたらない。その頃、ニュワイングランドの植

民地よりも開放的で、あったパージニアで、さえ、 1

665年に三人の男が演劇をむこうみずにも上演

したかどで、法廷にひきだされた。ω

そして、その後、 「組織的な運動としての

清教主義が力を失ってからもなお、心理的

影響は長く続いた。仕事中心主義とそれに

付随する文化への侮辱は、中産階級の態度

に深く刻まれたままで、あった。」と述べて

いる。そしてまた、そうではあったが、

「しかし、 1950年代半ばには、アメリ

カの文化に対する伝統的な軽蔑の念は既に

変化し始めていた。実際、芸術に対する一

般市民の大きな関心の高まりは、第二次大

戦後の直後から始まり、はずみがついて、

長い間抑圧されていた欲求のエネルギーを

もって、近年一気に噴出した。」と述べて

いる。ω

1 950年代から 60年代にかけてのア

メリカ社会一大衆消費社会の成熟

有賀夏紀(2002)は、 『アメリカの20世紀(下) ~ 

“黄金時代"の中で、 11 950年代から60年

代初めを、アメリカ人は、 “黄金時代"へのノス

タルジーをもって振り返る。」と記述した上で、

以下の三つの薪丙に注目している。つまり、①大

戦中に倍増した国民総生産 (GNP)は、戦後の

軍需減少による不況到来の予想に反して、 194

5年から60年代までの聞に2000億ドノレから

5000億ド、ルに増加したこと。また、②失業率

は、 5%止まりであり、インフレも戦後二年余り
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は、 14. 5%から25%まで上昇したものの、

その後は3%程度に収まり、戦後急激に落ちた政

府支出に代わって、戦時中に繍宇金を増やしてい

た国民による消費生活が伸張したこと。そして、

③この恩恵を最も享受したのは、郊外に住宅を購

入して夫婦と子供のいる家族を形成した中産階級

で、あったことをあげている。 ω つまり、このこ

とは、中産階級的生活や価値観が国民のより広い

層に広がったこと、言い換えれば、郊外消費型の

生活をする核家族型中産階級の増加のなかで大量

消費社会が成熟したことを意味しており、その中

で衣食住など物質的充足感の増大に伴って、精神

的満足を得るための文化芸術への欲求が拡大した

可能性が指摘できる。

経済学者、 J . K・ガノレプレイスは、 『ガルプレ

イス わが人生を語る~ (2004)の中で、彼の

著書『ゆたかな社会~ (1958)に描いた195

0年代のアメリカの様子を次のように語っている。

衣食住の欠乏をi満たすために、人々 が必死で働く。

世界のどこで、もそれがずっと社会の現実であり、

当たり前のことで、あった。過去の経済学の書物も、

そうしづ社会を前提にしてことを論じてきた。と

ころが米国などでは、もはや、衣食住には困らず、

楽しみのためにおカネを使う。もちろん貧困その

ものは相変わらず柄主してはし、るが、多くの人々

が衣食住だけでなく、十分な教育、医療や多様な

雇用機会を享受できるようになってきていた。こ

れが「ゆたかな社会」である。(吟

また、彼は、 「この『ゆたかな社会』で描いた傾

向は世界的に強まっており、人々の欲求は衣食住

から、芸術などへふれる欲求、お金の管理のニー

ズなどへの欲求など、へどんどん広がっている。」

とも述べている。ここで言う“ゆたかな社会"と

は、翻訳者、鈴木哲太郎が『ゆたかな社会一決定

版』の訳者あとがきωで述べているように「この

本を書いた時にガルブ、レイスの念重郎こあったのは

1 950年代後期のアメリカだ、った。」のである。

アメリカ合衆国は、 20世紀のはじめにはヨーロ

ッパ文化の影響を受けた周辺国の一つに過ぎなか



った。しかしながら、本国が戦場にならなかった

こともあって、二つの世界大戦を経た後には、軍

事的のみならず経済的にも世界を代表する力を持

つ固となった。戦後、世界で最も豊かな社会とな

ったアメリカ合衆国で、文化芸術への関心が高まっ

たのは当然と考えられる。 rヨーロッパ人からは

粗野で文化が不毛の地と評されて、また、アメリ

カ人自身も長いこと文化に対する劣等感に苦しん

できたことを考えると、その変化はあまりに急激

で、あった。j とアノレビン ・トフラー(1964)は、述

べている。 1950年代末から60年代にかけて

のアメリカ合衆国は、 “文化の爆発"としづ言葉

が出現するほど芸術文化に関する議論が高まった

時期である。後に、ポウ モルとボウエン

(W国iam.J. Baumol &W出iamG. Bowen)の

調査研究報告書『舞台芸術芸術と経済にジレン

マ(Performing Arts -The Economic 

Dilemma) ~ (196ωによって、 “文化の爆発"

には誇張があり、必ずしも トフラーが述べている

ほどアメリカ人の聞に芸術が普及していなかった

ことが舞台芸術を中心とした調査で実証されるの

であるが、少なくともこの時期に、それ以前とは

比べようもなく多くの人々が文化芸術そのものや

社会における文化芸術の役割の重要性に関心を持

ち、政治、経済、教育的観点から議論したという

ことは事実である。ここに“文化の爆発"に関す

る議論がどのようなもので、あったか、引用をして

考察を深めたい。

ボウモルとボウエン (W出iam.J. Baumol 

&W血amG. Bowen)の調査研究報告書『舞台芸

術芸術と経済にジレンマ (PerformingArts -

恒1eEconomic Dilemma) ~ (1 9 6 6年)一第

3章カルチャー ・ブーム:その証拠と再点検 の

冒頭には、 “文化の爆発"を“カルチャーー ・ブ

ーが'とし、う言葉に置き変えて以下のように記述

されている。

「カルチャー ・ブームjはこの10年で恐らく最

もよく宣伝された現象である。新聞や雑誌はその

到来を予告してきたし、ラジオやテレビで論じら

れ、最近も、この主題について一冊の本が出版さ
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れたばかりである。とはいうものの、この現象に

異を唱える声もあがってきている。・・ ・持ち出

された証拠が不十分で、あり、引用されているデー

タも典拠が示されていなかったり、往々 にしても

っと重大な欠点を含んでいるとこともわかるのだ。

(9) 

この中で、あがっている‘一冊の本'は、アルピ

ン ・ト フラーの著書『文化の消費者~ (1964) 

である。 トフラーは、 “文化の爆発"に肯定的立

場から次のように述べている。

我々自身これまでは、オペラ、バレエ、劇場など

で欲しい座席が手に入りにくいと言った事態に慣

れていなかった。また、 LPレコード‘やペーパー

パックがどこにでもあることに気づかざるをえな

い。昔は、いつもこんな風ではなかったのだ、が。

ua) 

また、美や|浦宮に関しても、

戦後まもなく、私は大学にいたのだが、清潔で静

かな近代美術館のギャラリーをうろついたりゲル

ニカを鑑賞したり、あるいはカリガリ博士がその

業を振るう時には地下の小さな映画館に座ったり

して、長い時間を過ごしたものだ。普段は他の客

はほとんどいなくて、私だけかと思ったほど

芯 ・・・・・uu

ボウモルとボウエンは、このアルピン ・トフラ

ー (1964)の記述のほかに “カルチャー ・ブ

ーム"についての肯定的資料として突出して使

用される調査報告書として、 1962年になさ

れたスタンフォード研究所の調査もあげている。

そして、特に頻繁に引用されている部分として

以下の文章を掲載している。

この調査によれば、

.・・ 消費者の芸術への支出は、この7年間

(1953-60年)に、約 130%増加した。これはす

べての娯楽への支出の、優に2倍を越える速さで

ある。しかも、スポーツ観戦あるいは映画館入場



のための支出の6倍を越える速さである。

(12) 

一方、ボウモルとボウエンは、このような肯定

的見解に対する反論、否定的見解もあげている。

196 1年のネプラスカ選出下院議員デイヴ ・

マーチンが舞台芸術の重要な公聴会で述べた

「私は毎晩、演奏会にまいりました。素晴らし

いものでした。けれども、驚いたことに、芸術

への関心の高さについてこれほどまでに証言さ

れながらも、会場はかなり空いていたので

す。」。そのほかに、否定的見解としてニュー

ヨーク ・タイムズの音楽評担当ハロルド ・c.
ションノくーク別、懐疑的立場の主唱者の儲リを

果たしていることを指摘した上で、 1962年

当初から、多くの記事の中で文化の爆発を示す

文献のそれぞれの基本的前提に異議を申し立て

てきたと述べている。 懐疑的理由として、①文

化的施設の統計への疑問、 ②世界的名声を得て

いるアメリカ人オペラ歌手は、ヨーロッパで、活

躍をしてはいるが、アメリカにはいないこと。

③また、 「消えつつある聴衆」としづ記事の中

で、確かに以前よりもっと多くの音楽が手に入

るかもしれないが、聴衆が特に関心を持ってい

るとは思えない。演奏会ビジネスはもう死んだ

同然と思っているマネージャーも何人かいる

等々をあげている。(13)

これらの議論は、主にオペラ、バレエ、オーケ

ストラなど集団で行う芸術活動に関する事柄で、

美術活動についての記述は非常に限定されてい

る。しかしながら、芸術文化活動全般lこついて

当時どのような事柄が注目されて議論されてき

たか、その一端をうかがい知ることができる。

また、ボウモルとボウエンは、最終的に、 “文

化の爆発"と叫ばれていたものについて、 「戦

後の時代が文化の爆発を示してきたというなら、

その爆発は、舞台芸術の相対的需要の膨張とい

うより、むしろ教育ブームで、あったと見えるの

だ。J(14)と結論づけている。

そして、また、この調査研究報告書では、結論と

して、舞台芸術に関して言えば、それまでの財閥
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などからの支援が減少して、むしろ経営的危機の

可能性が指摘されて公的支援の必要性さえ説かれ

ている。

確かに“文化の爆発"と呼ばれたカルチャー ・ブ

ームは、ボウモルとボウエンが指摘したように必

ずしも議論されたほど爆発的な現象で、はなかった

かもしれない。しかしながら、このような国民の

文化熱に関する議論は、文化芸術の公的支援の必

要性についての議論にまで発展して、やがて、芸

術に対する国の助成制度の誕生へと結びついてい

る。1965年9月29日ジョンソン大統領がサ

インすることによって設立された全米芸術基金

(N E A ; The National Endowment for the 

Arts)がそれである。以下は、その宣言文であ

り、国の芸術への関与の大切さが歌われている。

“Art is a nation's most precious heritage. 

For it is in our works of art that we 

reveal ourselves， and to others， the inner 

vision which guides us as a nation. And 

where there is no VlSlon， the people 

perish."(15) 

“文化の爆発"とまで言われたカルチャー ・ブ

ームの前生の有無についての議論が、結果として

国の芸術文化助成制度の誕生にまで寄与したこと

が認められる。

第二次大戦後のアメリカ美術と社会

藤枝晃雄 ・三井混(1992)は、 『アメリカの芸術一

現代性を表現する一』のーアメリカ美術における

アメリカ的なものーの中で‘「地方主義」の克服'

と題して、以下のポロックの言葉を引用して次の

ように述べている。

「他からの借り物でない独自のアメリカ美術を生

み出さなければ、という 30年代に流行した考え

方は、私にはバカげたことに思われる。それは純

粋にアメリカ的な数学や物理学を創るという考え

がバカげていることと同じである。 ・・・・ アメ

リカ人はアメリカ人であり、アメリカ人の絵画は、





ューヨークに (UniversalLimited Art Editions 

=D.LA.E.)が設立された。また、 1960年

には、ロサンゼノレスにタマリンド ・リトグラフィ

ー ・ワークショップ (Tam紅白dLithography 

Workshop)が設立されている。このような工房

が誕生した背景として、高木幸枝は、 『カラー版

世界版画史Jl(2001)で「第二次世界大戦後の好景

気を背景に、現代作家の版画作品を好んで収集す

る版画作品の愛好家も増えていた。」と述べた上

で、その需要に答えるためにまず登場したのがこ

の二つの版画工房で、あったと言己主している。 ω

版画は、以前より版画家 (printmaker)だけで

なく画家や彫刻家など他分野の作家によっても制

作されていた。19世紀初頭、未知の自然をハド

ソン川上流に発見してその自然美を描こうとした

ハドソン ・リバー派と今日呼ばれている美術家の

中で、 トーマス ・ドーティ (1793-1856

年)やトーマス ・コール(1801-1848年)

は、絵画とともに多数の版画を残している。しか

しながら、その多くは、自刷り一刷り師などを通

さず自ら版を作り印刷する方法ーのもとに制作さ

れていt4， つまり、専門的版制作や刷りの技術を
持たずに制作していたことになる。この点、 19 

50年代に始まった工房における作家と専門的技

術を持った刷り師との共同制作は、飛躍的に版表

現の幅を広げて斬新な創作を可能にした。新たに

登場した版画工房では、ヨーロッパ式の刷り師が

作家を陰で支える伝統的な工房と比べて、 刷り師

の役割はより重要で、あった。ここでは、作家のイ

マジネーションと刷り師の柔軟な技骨拍句創造性と

の共同作業によってはじめて作品が完成されると

いうことであり、それは、刷り師の作品への貢献

度が高いということで、もあった。

また、 1959年からタマリンド ・リトグラフイ

ー ・ワークショップがフォード財団から版画制作

のための助成を受けたように、版画工房は、作品

を生み出すための資金調達に努めるとともに、版

画を絵画の複製としての役割から解放してオリジ

ナノレ作品としての固有の価値を社会に認知させる

こととなるエディション制度の確立にも貢献して

いる。

以下に、前述のような傾向の基礎となったユニパ
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ーサル ・リミティッド ・アート ・エディション

(D.LA.E.)とタマリンド ・リトグラフィー・

ワークショップの概要を述べておく。

ユニバーサル ・リミティッド ・アート ・エディション

(U.LAE.) 

もともと創立者のT.グロスマン自身がすぐれた

石版プリンターであり、前衛芸術に見識を持って

いたので、 1950年代から60年代にかけ若い

優秀な美術家を大勢ひきつけ、第二次大戦後の米

国グラフィックアートの基礎を拓いた。ULAE

の最初の言己念碑的作品となったL.リヴアースの

「石」シリーズは、工房のあるアイリップの僧院

の石段のパバリア産の石灰石を研磨して使用した。

有数の人気作家J・ジョーンズも、 60年代から

既に100種以上の版画をこの工房で制作してい

る。

タマリンド・リトグラフィー・ワークショップ;

1960年にロサンゼノレスに女流作家ジューン ・

ウェイン (JuneWayne)が設立した、世界的に

有名なワークショップ(版画工房)。経営者ジュ

ーン・ウェイン自身リト作家のため、米国の版画

界に何が必要か熟知し、フォード財団から援助を

とりつけ、次々にリトグラフ制作に必要な最新機

材を整え、ユニバーサノレ・限定芸術版工房ととも

に全米一、ニの版画工房として活躍した時期があ

る。・・・ 10年間の華々 しい活動のあとタマリ

ンド石版工房は、 1970年、ニューメキ、ンコ大

学の版画科に合併され、タマリンド ・インスティ

チュー卜と名称を改めた。・・・ この工房では、

10年間の活動の聞に、約70人のマスター ・プ

リンターを育て、 95人の契約アーテイスト、 5

7人の客員アーテイストと協力、約2500種に

のぼるエディションを制作し、約75000枚の

リトグラフを摺刷した。(23)

次に、銅版画に関しては、スタンリー ・ウィリア

ム ・へイター (StanleyWilliam Hayter)の ‘ア

トリエ17(A旬uer17)'の影響が大きい。銅版画

工房‘アト リエ17'をパリに持っていたへイタ

ーは、 1940年にパリからニューヨークへ渡つ



てニュースクール ・フォー ・ソーシャルリサーチ

(New School for Social Research)に新たlこ‘アト

リエ17'を設立する。そして、そこがヨーロツ

パから亡命してきたマルク ・シャガーノレ (188

7-1985)やイヴ・タンギー(1900-1

955)など前衛アーテイストの交流拠点となっ

ている。

ここで注目すべきことは、D.L.A.E.の創設者、タ

チアナ ・グ、ロスマン (TatyanaGrosmaruVは、

1943年にロシアから移住、また、スタンリ

ー・ウィリアム ・へイターは、 1940年にパリ

からニューヨークに移住して‘アトリエ 17'を

再度設立するなど、第二次大戦の戦火を逃れて多

くの芸術家や刷り師が移住してきたことである。

いわば、世界における芸術の田舎で、あったアメリ

カに多数の芸術家や刷り師が移住することで新た

な芸術サロンが形成されたと言える。

また、 1960年代の版画制作に特筆すべき技法

としてスクリーン ・プリントがある。歴史は浅く

商品のラベルやポスター製作など商業用に開発さ

れた技法とも言われているが、単一な色面とハー

ドエッジな表現や、その後の写真製版技法の開発

などでマス ・メディアなどのイメージを版画の世

界に取り込むポップ・アーテイストの制作態度に

適していたと考えることができる。

版画に特化した国際展覧会

室伏哲郎(1985)によると、 1950年に開催され

た「白と黒」国際展覧会ールガノ (Mostra

Internationale di Biancoe Nero-Rugano)が、

この種の最初の国際展として言己主されている。続

いて、 1955年、ユーゴスラヴィア ・グラフィ

ックアート ・ビエンナーレ リュブ リアナ

(Biennial of graphics Art Yugoslavia-Liubljana) 

が、また、東京国際版画ビエンナーレが1957

年に始まっている。版画に限定した国際的展覧会

の開催は、その後、スイス、スペイン、英国など

世界各地で開催されることになって、一種のブー

ムとなったことがわかる。そして、もう一つの注

目される現象は、 「白と黒」国際展覧会ーノレガノ

(Mostra Internationale di Biancoe Nero-

Rugano)が1968年から中止、また、東京国
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際版画ビエンナーレ展が、1979年に中止など、

二年に一度、または、 三年に一度開催される中で

その注目度が低下してやがて多くのこの種の展覧

会が中止されていることである。ω 国際的な

版画展が世界各地で開催される現象は、1980

年代に入って徐々に下火となり、やがて、 199

0年代には時を刻む注目すべき展覧会とし、う役割

が薄れていることがわかる。1950年代に新し

い形式の版画工房が始まって、 60年代に入ると

作家と刷り師のコラボレーションによる創造的環

境で版画が制作されて、70年代にその熟成期を

迎え、やがて、版画が時代の未来を描くファイ

ン・アートの注目すべき分野から外れて行った経

過と重なっている。

教育と版画

アメリカの芸術系大学における版画教育もこの時

期に充実した。

前述のように、 1970年にタマリンド ・リトグ

ラフィー ・ワークショップは、タマリンド ・イン

スティチュートと名称を改めて、ニューメキシコ

大学の版画科と併合されている。これは、196

0年代の版画芸術の隆盛とともに大学での版画教

育の重要性が増したことと関係している。ニュー

ヨークでは、早くからプラッ ト・ インスティチュ

ートの付置機関であるプラッ ト・ グラフィックア

ート ・センターが版画教育の重要な役目を果たし

ていた。プラット ・グラフィックアート ・センタ

ーは、 1956年に版画に興味を持つプロのアー

テイス トが版画を深く探求するための国際的工房

として設立されている。邸)このセンターは、 1

960年代にプラッ ト・ グラフィックス ・センタ

ーと名称を変更して世界各地から、ニューヨーク

を訪れる美術家の立ち寄る中心的センターとなる

が、やがて、 1980年代後半のプラッ ト・ イン

スティチュート、コンビュータ ・グラフィックス

学科の誕生とともに役目を終えることとなる。

IV.考察

以上、1950年代から 1960年代にかけての

“文化の爆発"と呼ばれたカルチャー・ ブームと



アメリカ版画隆盛の経過を考察してきた。

カルチャー ・ブームについては、必ずしも“文化

の爆発"と叫ばれたほどで、はなかったとしても、

教育ブームとして中産階級の人々が芸術に関心を

持ったこと、新聞、雑誌、報道など公共の場で熱

心に文化芸術について論じられたことが確認でき

た。

また、この“文化の爆発"の有無について議論さ

れた時期と版画工房が出現して版画の隆盛が認め

られる時期とが重なっていることも確認できた。

西洋では、歴史上、絵画や彫刻は折々の権力者で

あった教会、王侯貴族そしてブルジョアジーに支

えられて存在したが、版画は、どちらかというと

庶民の側とかかわりが深かった。版画は、文字情

報とともに人々に視覚による情報を伝達する手段

として今日で言うメディアの役目も果たしてきた。

同じものが多数できるとし、う複数性のゆえに希少

価値性に弱く美術分野の中では軽く扱われてきた

きらいがあるものの、同時に、より多くの人々、

大衆に絵画や彫刻の美的価値を伝える役目も果た

してきた。

16-17世紀のオランダでは、経済的繁栄にと

もなう絵画熱の中で、多くの版画が制作された。

その版画は、絵画として描かれたイメージを複製

して当時の中産階級の人々の生活に潤いを与える

とともに、文化を伝達する役目を果たしていた。

また、日本では、江戸時代の庶民文化興隆の中で、

浮世絵が参勤交代に参列した武士や庶民の伊勢神

宮参りなどの土産物として広く行き渡った事例が

ある。この時期には、出版版元、絵師、刷り師、

彫り師などの分業制が確立して良質で多量の浮世

絵が制作されるシステムができあがっている。

心理学者アブラハム ・マズ、ロー (AbrahamH. 

Maslow )は 、 著書 WMotivation and 

Personality ~ (1954)の中で人間の欲求段階説を

唱えているが、自分の能力 ・可能性を発揮して自

己の成長を図り創造的活動に参加したいと考える

欲求を人間の欲求の最上位に据えている。戦後の

アメリカ社会で新たに形成された中産階級の人々

が、豊かさの中で郊外に家を持ち、生活に潤いを

持たせるためにアート作品を購入して心の満足を
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得ようとしたことは容易に想像できる。また、タ

ブ、ローほど高価でない版画作品は、文化的欲求を

満たす上で、格好の購入品で、あったと考えられる。

そして、版画工房は、彼らの欲求を満たすべく、

良質で多量の版画作品を生産するために出現した

手段で、あったと考えられる。

経済学者、ガルプレイスが語る‘ゆたかな社会'

に伴ってやってきたカルチャー・ ブームと、版画

がアート作品の中で確固とした地位を築くこの時

期とが重なっていることは、偶然の出来事ではな

いことがわかる。

V. おわりに

この論文を書きたいと思った動機は、 1970年

代前半から中庸にかけてのニューヨークでの体験

にある。日本でも、 1960年代後半から70年

代にかけて版画に対する関心が高まって“版画ブ

ーム"とし、う言葉が使われた。それは、日本の戦

後、高度経済成長期と重なっている。そしてまた、

アメリカのアートシーンの影響がとりわけ5齢、時

代で、もあった。私は、そのアメリカにあこがれて

ニューヨークに渡ったのであるが、生活した19 

70年代のニューヨークは、ポップ・アートやネ

オダダの熱気もやや冷めていて、コンセプチュア

ル ・アート全盛の時期で、あった。言わば、 198

0年代のポストモダンなニューベインティングな

どの新しい熱気が生まれる前の閉塞感の漂う時期

で、あった。1960年代のアートシーンを体験し

た人たちからは、 60年代の熱気ある様子を懐か

しく聞かされたものである。今、 1960年代の

ニューヨークを中心としたアメリカ社会と版画の

関係を考察することで改めてその事実に納得する

ところがある。

この論文では、当時、議論されたカノレチャー ・ブ

ーム“文化の爆発"の柄主と版画の隆盛の関係に

スポットを当てて考察を試みた。しかしながら、

この時代の版画隆盛は、印刷技術の発展の経過や

大量消費社会の成熟とともに出現した商業デザイ

ンなどとも深く関わっていると思われる。

そのことは、1 990年代以降のデ、ジタノレ技術の

進歩によって、アーテイストの関心が映像に向か



っていることでも明らかである。 1950年代か

ら1960年代にかけてのアメ リカ版画と印刷技

術の進歩との関係については、別に機会をもうけ

て考察を深めたいと考えている。
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論文

子どもの版画制作活動における美術教育的可能性

一「つまずき」と「仕上げJを通して一

東京芸術大学

成清美朝

2∞4 東京芸術大学大学院美術研究科美術教育
博士後期課程退学

1999 全国大学版画展買い上げ貰

(町田市立国際版画美術館)

2∞3 東京芸術大学修了制作展
サロン・ド・プランタン賞、杜の会特別賞

2∞4 カフェ・イン・水戸2004(水戸芸術館)
ジョール国際アーテイストシンポジウム

(ジョール市立美術館 J、ンガリー)

2∞4-2∞7東京芸術大学美術教育研究室
教育研究助手

現在 東京芸術大学美神i教育研究室非常勤講師

東京成徳短期大学非常勤講師

21 

I 序

1 .研究の目的

現在おこなわれている子どもをめぐる教育の場

で、の造形教育や美術教育における主要な部分に

おいて、版画制作は多く活用され、実践されてい

る。将来保育者、教育者を目指す学生の履修す

る造形を扱う講義ではスタンピング、デカルコマ

ニ一、マープリング、フィンガーベインティング、

ローラー遊びなど版表現lを初梯させる内容が導

入され、現場では、紙版画、木版画、スチレン版

画、ゴム版画など、さまざまな素材による版画制

作が見受けられる。これら教育の場における版画

制作活動を取り入れる際の主な目的は、直接的

な描画行為と違い、「版Jを通した間接性の性質

から、複数人で同時に制作を行う際に生まれがち

な技術的なレベルの個人差を埋める試みや、描

画や立体造形などとともに多くの経験を子どもた

ちに提供する絶好の機会として取り組まれる。幼

児教育、保育の場に特化すると、造形活動のねら

いは、ひとりひとりの子どもが自分なりの表現を

「楽しむJnことであり、子どもの積極的な活動の促

しと、豊かな体験を目指している。版画制作活動

は、子どもの教育環境において適した役割から、

今後も積極的に取り入れられることであろう。

しかし制作者として、教育者として鳥敵すると

「版」による間接性の面白さという意義のみに版画

制作を行っているわけではない。版画制作のも

つ重厚な芸術的価値や教育的意義を経験し実感

している。本論は、実践、考察を通して、子どもの

版画制作活動が、より深い体験を生み出す優秀

なメディアで、あると捉え、その美術教育的可能性

の広がりについて提示するものである。また、子

どもの版画制作活動におけるさまざまな効果や魅

力をここに見出すことは、翻ってわれわれ制作者、

教育者にとって、版画制作の意味を再認識するき

っかけとなることを期待するものでもある。

1ここでは、 附針生を主国1)1同手段とする内容につして吻関知と述べてし、る。

凶1稚園教育要領(文麟ヰ学省2(胤年 3月)、保育所保育指針(厚生労働省

笈鵬年3月)



2.問題の所在

かのシヤルル・ボードレールは著書干1845年の

サロン』において「出来た作品と仕上げられた作

品との間には大きな違いがあるJと述べた。美的

価値と技術的完成度はかならずしも次元を同じく

しないとしちのである。こうした「仕上げJ(筒)への

軽視はやがて近代芸術特有の姿勢となり、以降、

芸術作品における考察において、技巧的である

ことへの蔑視的風潮が起こり、制作プロセス自体

を対象化し、評価する動きが高まった九

これらは、版画制作における多作業性によるプ

ロセス開示への困難さの点においては厄介な問

題であり、版表現の概念を拡大、深化させようとす

るとき、プロセスの重視とし、う点では心強し、論拠と

なる、とし、う両面の顔をもっ。しかし「仕上げJとし1

う観保から版画制作を捉えなおすと、製版や刷り

の工程を持つ特性から、直接的な描画行為と比

べた場合、総体的に「仕上げる」ことを余儀無くさ

れる性質をもっている。

確かに「仕上げられたJ作品が、ただ技術的に

高度であることで、「出来た」作品として高い美的

価値をもつかという点についての懐疑的な姿勢

は領ける。では果たして「仕上げられていない」

作品は、「出来た」作品であるだろうか。答えは否、

である。つまり技術的に高度で、あることが、美的価

値と背反するわけではない。「仕上げられたj作

品をつくろうとするとき「出来た」作品に成りえる可

能性は多分に栴主しているのであり、「仕上げJへ

の過程は「出来た」作品への階段と成り得るので

ある。われわれは「仕上げ」られた版画作品を「出

来た」作品として捉え、価値を見いだしているから

こそ、版画制作に携わり、教育環境に取り入れて

きたと考える。ではその「仕上げ」の姿とはし、かな

るものか。版画制作の「仕上げJとはどのように子

ども達を「出来た」作品へと導いてくれるのだろう

か。

現在日本における造形教育、美術教育の場に

おいて、造形あそびはじめ、子どもたちは多くの

凶~I悔 陪噺をめぐる言集』 償紛紛蝦土笈削年)p7S.00 
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造形や美術のもつ面白さ、魅力を楽しむ場に出

会う機会に恵まれるようになった。一方、「仕上げJ

についての取組は少ない。時に「失敗してもしW、」

とし、う子どもの自由と、個性の尊重のための声掛

けが「仕上げられなくても構わない」とし、う解釈に

なり、怠惰と無責任の引き寄せに繋がることがあ

る。それらは美術のもつ力のひとつである「追求J

する行為の分野において十分に巡り合えない状

況を生み出しているように思われる。「追求」する

行為は他者(指導者)から一方的に与えられたも

のに触れ、遊び、味わうことだけでは達成されな

い。自主的であるからこその、積極的な学びの姿

勢が発揮されなければならない。ひいては、 一種

の自己哲学、アイデンティティの立脚点づくりとい

う教育的意義の内包を期待できるのではないか。

民主主義と市場経済を支持する諸国のひとつで

ある日本ivにおいて、持続可能な経済成長のため

の人材育成を狙う現在の教育環境における造形

教育、美術教育の意義は軽視され、その存在さえ

も危うし、状態にある。造形教育、美術教育が経済

に結びつく人材育成を直接成しえることは困難で

あるとしても、造形、美術だからこそ可能な創造性

と人間的成長の様から、現在われわれが抱える

諸々の問題に抵触できる豊かな人材育成の姿が

あるのではないだろうか。

iv OE∞ 健闘協力開発機怖 による PISA('学習端 接調節を視野に入れた教

育目標。活躍など。



E 実践から

1 .試行する子どもたち

平成 20年 8月、東京成徳短期大学付属第二幼

稚園において、筆者と杉本亜鈴氏(東京成徳短期

大学常勤講師)は講師として「わくわく造形ひろば

ワークショップJ(参加者:5才児とその保護者の約

120名)を行った。同ワークショップは例年同園の

現職教員の研修も兼ねて行っており、当年の活

動のひとつに、スチレン版画による制作を行った。

スチレン版画はその名の通り発泡スチロールの

ボ、ード、を使った版画である。鉛筆やボーノレベン、

はしベンなどでの描画や、材質の軟らかさを生か

した型押し、油性インクで、の描画(化学反応によっ

てスチレンボードが溶け、凹部ができる)など、簡

単な手作業においても製版が可能であることから、

手軽に製版、届Ijりの工程を実践でき、 一般的に4

歳児後半ごろから取り組まれる。当日の課題は夏

休み中であったこともあり「水にすむ、いきものJと

した。また実践では、刷り終えた後の付属的なあ

そびとして、床に池を模した場所を用意した。子

ども達が昂Ijり終えた版にクリップをとりつけ、タコ

糸の先に磁石をつけ、もち手のストローで、つくっ

た釣竿で、簡単な魚釣りができるような仕掛けで

ある。本実践は「造形活動ひとつをとっても、多く

の材料や道具、環境ゃあそびを提示できるJV品、

うねらいをもっていたため、ワークショップ。が始ま

り、製版、刷りの工程を終えた後、早々にクリップ。

を版にとりつけ、池に放ち、魚釣りに興じる子ども

たちの行動は、予想通りの流れで、あった。

しかし、魚釣りのグループと別に、刷りを終えた

子どもの中で、刷り上った作品に納得で、きず、再度、

製版や刷りの工程を実践しようとする子どもたち

のグループがいた。「お魚のシッポだけ黄色にし

たいの。どうしたらいいの?J r (お魚を)一匹だけ
じゃなくて三匹描きたしリと尋ねてくる子ども、「紙

v杉本亜鈴・成清美朝共著論文『幼児所釘活覗における熱オ・材相同研兜ー水性

絵の具による絵画と版画繍(t:.こ械樹樹郷こついて-~ 01窃ば健編滞伏洋紅要第

40号)を朝礼
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が汚れちゃうから、ここで色グリグリしちゃだめだ

よ勺と他の子に注意を喚起する子どもなど、自ら

イメージする作品を完成させるために、版や道具

と格闘を繰り返しているのである。また、他の子の

様子をみて「ああ、こうすればいいのか」という風

に真似て学ぶ経験を子どもたち自らが行ってい

た。この光景は、われわれ講師の子どもたちが刷

りにすぐ飽きてしまうだろう、としづ予想を良い意

味で、裏切っていた。

このように子どもたちに版画制作における間接

物である「版jの物質的魅力を通した造形活動の

提案をねらし、とした実践は、結果的に、完成作品

イメージへのこだわりによるプロセスの言明子に、自

主的に取り組もうとする子どもたちの姿勢を照らし

出すことになった。

図 1 スチレン版扇制作の様子(東京成徳短期大学付属幼稚園 2008年8月)

nここで4掛j作者である子とeもがローラーにインクを巻きつ付た後l唱にインクをの

せる作業工程を「色グリグリJと呼んて~泊。インクをのせる作業のための場折と、

紛こ昂IJり上け・るため叫務弗~IrでなけhIまし吋なし、ことを、 仙の子どもに促してしも。



2.わざに触れる

平成 19年 12月、文化庁「文化芸術による創造

のまち」支援事業として、台東区と東京塞術大学

美術学部が大学と地域の連携による地域文化振

興を目指す取組において、筆者は企画・運営に

携わった。その中で「ものづくり土曜学校Jとして

地域の小学生と保護者を対象に、木工・染織・鍛

金・伝統木版画体験を実施した。ここでは伝統木

版画体験について取り上げる。

本体験学校はアダチ伝統木版画技術保存団

体の方々を特別講師としてお招きし、 二日間行っ

たもので、 主に浮也絵に使われる多色刷り技法を、

彫師による彫りの実演、摺師による摺りの実演の

見学から入り、予め準備していた下図を色分け、

版木四枚に色別に写し、親子で、協力して彫った

あと、四色刷りの木版画を完成させた。また道具、

絵具によく触れ、最後に北斎の版木を実際に摺る

としづ体験まで、行った。これらを総括して同体験

学校の講師をつとめた武田律子氏が「我こそは巧

く摺ろう、としづ真剣な眼差しがとても印象的でし

た」刊と述べているように、参加した子どもたちは、

秀逸な技術や、道具、素材のありように心奪われ

た様子で、あった。

図 2ものづくり士耀学校でのA君の様子(東京芸術大学 2007年12月)

四杉本昌裕、E知市灘明、河内啓戒編集『文イり宇「文化草矧明こよる岩崎のまち」支援

事業報告書』 鯨蝋状学美術教育研究室 笈閥年)
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体験学校を終えて約一年が経過した今、体験

学校に参加した、 一人の子ども(小学校4年生A

君)のその後の様子について知る機会を得た。保

護者の方によると「あの体験で火がついたらしく

て、いつも自宅で、版画をつくっている」そうである。

彼が最近道具にしているのは、消しゴムであり、

彫刻刀であるらしい。実際に作品をみると、目を

見張るほど、の上達ぶりで、あった。特に凸版画の性

質についてよく理解していることに驚きを覚えた。

子どもの版画制作の場合、描画線をあ線とみなし、

削る、へこませることになるため、凹の部分が紙

地の色のままになりがちであるが、凸の部分を主

線にすると、色が紙に刷りとられること、凹部分の

表情のみせかたなど、版づくりについて「こう版を

つくれば、こう刷れるj品、う高い理解度や意図が

窺えた。また、構造を理解していることは元より、

自ら積極的に取り組むことで、技術を体得してい

る点も注目される。保護者の方に何が一番彼の積

極的な版画制作に影響を与えたかと尋ねると「職

人さんの本物のわざ、に触れたことで、あろう」とのこ

とで、あった。これらは、作品を生み出す過程にお

ける、追求され受け継がれた、高い技術や精神

性を子どもが垣間見ることで、自発的な制作活動

への促しとなったと考えられる。



E考察

1. rつまずきJに気づく

前述から、子どもの版画制作活動において、製

版と刷りとし1うプロセスの試行が複数回行われる

こと、培われたわざや道具、素材に触れることで

自主性に富んだ制作活動が生まれることがわか

る。では版画制作における子どもの活動には、ど

のような働きが起きているのか。まず版画制作に

は道具や素材を使し、こなす技術が求められ、刷り

としち工程を踏むことで技術的な問題発見につな

がる点があげられる。つまり「つまずき」に自ら気

づくという働きが起きている。元来子どもの造形活

動における「つまずきJは重要であると考えられる

ヘ 子どもならず、われわれ人間は「つまずき」に

よって自ら解決する力を養う。

筆者が日本女子大学通信課程家政学科にお

いて担当している「こどもの造形 3Jではループ・

ゴ、ールドノくーグ・マシン以づくりを取り入れている。

受講生はより確実で興味深い動力を考え制作す

るが、日を追うに連れて「うまくし、かない、思ったと

おりにできなしリとしちジレンマに陥り、中には悔

しさから涙ぐむ受講生も現れる。ここでは道具や

素材が思うように扱えないという「つまずき」が生じ

る。最終日の発表会では、ほぼすべてのグルー

プが成功をおさめ、動力がイメージ通りに働いた

瞬間、達成惑と喜びに包まれる。ものをつくること

が楽しく充実する理由のひとつは「つまずき」の

経験から、よく考え、実践し、失敗を繰り返しつつ

も成功させようと真剣に取り組む姿勢の為である。

本講義では「つまずき」にあえて気づかせ、乗り

越える経験を提示している。ループ・ゴーノレドパ

ーグ・マシンづくりにおける制作過程と完成作品

は、版画制作活動における製版と刷りによる作品

と、道具や素材と相対する必要性の点、過程と結

四期情明Wrつまずき」とし、う資源!.!l (i騨務繍]2003年9月)p.3ひ33

lXトープ・ゴーノレドバーグ・7シLべRube001品四宮 mach山田)はアメリカ合衆国の

漫直腸トブ・ゴールドパーグが発案した表現手洗普通dご付U却簡単にできること

を、手の込んだからくりを多数耶 ¥それらカ可欠々と遜鎖してし火事て唾親 したもの

で、スタート地点から動力を蹴FがL続けることでゴーノ凶こたどりつかせる装置のこと

である。
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果の繋がりが強い点で類似する。人が道具や素

材に向かうとき適'1主に沿って使し、こなすことは容

易なことではない。昨今、子どもの手は「不器用」

になったと言われるx中で、道具や素材と真撃に

対峠することによる技術的未熟さの自己発見は、

自主的に成長する機会を生むことができると考え

る。また、自ら施した仕業がどのような結果を生む

か、とし、う想像力の問題にも踏み込むことができ

るのではないだろうか。

2. r仕上げ」の機会

技術的未熟さや素材に関する知識不足、不注

意や集中力の欠如による失敗など、版画制作に

おいて「つまずき」は様々な場面で起こる。多くの

「つまずき」の経』験を「仕上げ」に結び付けねばな

らない点について版画制作活動は一見ネガティ

ヴな印象を与えるかもしれない。しかし「仕上げ」

までやらねばならない性質ゆえに、版画制作は

「仕上げ」までやることができるという点で有効性

をもっ。主に教育現場に取り入れられている子ど

もの描画活動は、紙や描画材を準備し、ある程度

の絵を描ききることで活動終了、とし、う一回完結型

である。描画活動において、指導者の「こうしたら

どう ?Jといった技術的な向上や更なる発展を狙

った発言や態度は、子どもたちに受け入れられ

にくい。その理由は、どの時点で作品を完成と呼

ぶのか、どの箇所がどのように直されなければな

らないのか、子ど、もにとっても、指導者にとっても

判断が難しい点にある。一方、版画制作活動に

おける「こうしたらどう ?Jという指導者の呼びかけ

は、「つまずき」に気づいた子どもに問題解決の

手がかりの提唱として受け入れられやすい。また

「仕上げ」に向けて同じ目標を共有することで、作

品制作を充実させ、完成したときの喜びや感動を

共有できる。ここには積極的に作品制作に取り組

む制作者と、それを見守る援助者の姿がある。

x東山尚子 F子どもの生きる力は手で育つ』 傍E明書房 2∞8年)



3. r出来た」作品制作のために

このように版画制作は「仕上げJに向けた複数

性と間接d性のために、昂IJり終えた作品を自己の目

で確認することで、プロセス(自らの行為)が作品

(結果)に直接結びつく様をまざまざとみせつけら

れる。自らの仕業が良かれ悪しかれ結果に影響

するとし、う、残酷であるとともに魅力的な「つまず

き」に出会い、自らの施した製版、刷りについて振

り返り、試行を繰り返す機会が与えられている。こ

のように、版画制作には「追求jする行為を行う準

備が整っているとし1えるのではないだろうか。「追

究Jの一連の行為は、自らのイメージを具現化し

ようとし、う強し、思いと、道具や素材への真撃な対

峠による制作行為によることで「出来た」作品を目

指している。

もちろん、「追求」の姿勢は版画制作において

のみに言えることではない。作品制作に携わる多

くの人聞が、「追究jとしち行為を経験し継続させ

ている。造形や美術のもつ魅力について語られ

るとき、その華やかさや崇高さの影には、「追及」

の綿々たる歴史と制作者の地道な姿が横たわっ

ている。教育の場においても、版画制作活動に

おける「つまずき」と「仕上げ」への過程は、子ども

たちの「出来たJ作品制作活動へ導く一助となり得

ると考える。

W結

版画制作活動の美術教育的意義について述

べられることは多くある中で、本論では「仕上げ」

に向けた、製版という過程と、届IJりという結果を複

数回往来できる点に照準をあて、子どもの制作へ

の自主性、わざへの憧慣、「つまずき」による尚子

と学びについて述べた。これらを踏まえ、制作者

である子ども、援助者である指導者が「出来たJ作

品に出会うとき、豊かな学びがたちあがるといえ

るだろう。最後に、本活動における援助者たる指

導者が、版画制作について十分に理解し習得し

ておく必然性を強調したい。版画制作が「出来るj

作品のためのものであるからこそ、われわれ制作

者、教育者は個々人の制作、実践について追求
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されなければならない。子どもにおける版画制作

活動の美術教育的可能性は、教育者、版画制作

者が自らの制作や研究、実践においてその役割

が十分に果たされることカ冶ら始まるのである。



論文

“多くの可能性を秘めたメディア"としての写真製版

/フォトグラヴュール

女子美術大学大学院美術科後期博士課程2年

タイダ・ヤシャレピッチ

‘02サラエボ美術大学版画領域卒業

'07女子美術大学大学院美術専攻修士課程修了

女子美術大学大学院博士課程在籍

2∞7青森国際版画トリエナーレ
2∞81託hIntemational 8iennial P吋nt Exhibition， 
R.O.C 

2∞8 Edmonton Print Intemational 
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はじめに

フォトグラヴュールは、写真術と版画技法を結び

付けることで、イメージ作成に無限の可能性を与

える技法である。

写真イメージが版/版画メディアに移された後

に、更に版そのものに版画技法による作業を加え

ることが出来る特性は、フォトグラヴュールのプロ

セスを非常に特徴的なものとし、広範囲な創造の

可能性への扉を開くものともなっている。

今日、我々は生活のあらゆる分野にデジタル技

術が入り込んでしも時代に生きている。

この時代性において、ある意味で物教的な美術

的表現法としてのフォトグラヴ、ュールの真価は評

価されてよいのではなし、かと考える。

非常に特色がありそして触覚に訴えるやり方で、

フォトグラヴュール技法は作家の内なる感受性に

応じて写真イメージを調節し、適合させ、再生成

することが出来る条件を兼ね備えている。

そして、さらに強調したい事は、現今の新しし、技

術によって可能になった視覚イメージ作成プロセ

ス(コンピュータによるデ、ジタル画像など)が1日濫

する傾向に、私たちを遅れることなく追随させると

いうことであり、デ、ジタル化による傾向はこの数十

年来r(我々を)疎外する」とみなされて来た。
それゆえにフォトグ、ラヴュールは、我々が既に

確立したと考える基準(模事日よりさらに外側に目を

向けさせ、版画メディアの目標を再認識させる可

能性をもっている。

現在、非常に多様で広範囲な表現能力とイメー

ジ処理能力、供給能力を併せ持った電子ツール

の影響を受けて、美術家は(我々が)生活している

時間と時代に於ける版画メディアの表現能力につ

いて、改めて考えさせられている。

新しい科学技術は作家が取りえる表現手段だけ

ではなく、その中で作品を制作する社会的、経済

的、政治的、及び文化的風潮をも変化させ、情報

一絵画ノξターンの創造に対する新しい取り組みを

可能にした。

写真製版プロセスによって版画メデ、イアに移行

することが出来るイメージ、それはスキャンされた、

複写された、プリントされた、再プリントされた、描

写された、或いは再描写されたものであるが、伝



統的なやり方で描写された線や面、イメージに取

って代わることが可能となる。

この様にして、版画家は版画(版画メデ、イア)の

視覚言語を強化し、創造のプロセスに於いて既

に確立された範轄の更に外側を見るための技術

と方法を探っている。

アーティストであり版画を専門とする私の目的は

次に述べることを研究し、探究することである。

一様々なソースから得られたイメージ、新しい科

学技術によって得られたイメージのこの様な組み

合わせと、伝統的な表現形式としての版画の視覚

言語とをどの様にしたら結びつけることが出来る

のか。

一古いものと新ししものとが集合した状態は、い

かにして意味のある新しい表現を生み出すことが

出来るのか、またどの様にしてこの集合はビジュ

アル・アートの実践に於ける現今の傾向に対応し、

かつ関係する視覚言語として結実するのか。

何故なら我々の見ることと表現することに関する

姿勢は、見ることと理解することに関する新しい状

況によってもたらされる結果のーっとして絶えず

変化するからである。

1.グラビ、ア印刷(フォトグラヴ、ューノレ)

/写真製版

1820年代から 1830年代にかけての写真の発

明は、写真画像を版(凹板)に移す手段の模索か

ら始まった。フランスのニセーフォーノレ・ニエプス

は、アスファルトの感光性を発見し、光による物質

の変化を印刷のための版に利用しようと考えた。

彼はそれまでトレースの道具として使われていた

カメラ・オブスキュラに、アスファルトをラベンダー

油で溶かし、ピューター版(鉛とすずの合金)に塗

布したものを装填し撮影を試みた。光に当たった

部分のアスフアノレトは硬化し、ラベンダー油に溶

けず画像が王射もた。

これが光による画像を初めて定着することに成

功したとされている。

1839年にイギリスのムンゴ・ポントンにより重クロ

ム酸塩の感光性が発見され、その研究を基に
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1843年にハントが、 1852年にタルポット(W.H.F.

Talbot)らが追認実験を試みている。

英国の彫刻師 ].W.スワンは、カーボン印画紙

つまり紙の表面に感光性材料のゼラチン・レジス

トを塗布したもので、カーボン印画法プロセスに

改良をもたらした。それは露光の後、ゼラチン層

を金属版のようなものの表面に残したままでベー

スの紙を剥がすことがで、きるもので、あった。註 l

タルポットもこのカーボン印画を応用して写真製

版にいたった。しかし、このフ。ロセスがより広く使

われるようになったのは、 1860年代前半以降に

なってからである。

一方、タルポットはフォト・エング、レーヒ守ングのた

めの材料と技法の探求に没頭した。彼は間もなく

連続階調画像をハーフトーン画像、即ち様々な

大きさの一連のド、ット群、に変換する機能を持つ

ノ、ーフトーン・スクリーンを発見した。

今日我々が用いているフォトグ、ラヴ、ュールのプ

ロセスは 1879年にカール・クリッチュ(Karl

Klitsch)Iこよって発明されたもので、ある。彼はアス

フアルトの粉末を銅板面に撒布・定着し、次に感

光性を持たせたカーボン印画紙を貼り付け、温水

で現像し、腐蝕を行うことで製版した。

このプロセスは Talbot-Klitschのグラビア印刷

プロセスとして知られているが、ベルの回転凹版

布用印刷機、タルポットのハーフトーンスクリー

ン・プロセスとスワンのカーボン印画紙を組み合

わせることによって、最初のグラビア印刷機を開

発している。

彫版技術の進歩により、グラビア印刷は連続詣

調効果をもっ印刷画像を作成することができる高

品質の印刷工程となった。

写真製版技術は拡散・腐蝕法を用いる伝統的な

凹版印刷に基づいて開発された。この方法は、陽

画像が露光されるカーボン印画紙を利用する。

従来のコンベンショナノレ・グラヒ守アは、画像エリ

アを構成するグラビア・セルが同じサイズで、あり、

総べてのセルの壁の厚みが一様に保たれるグラ

ビア・腐蝕法を意味する。セノレの深さに従って、

印刷濃度の変化が画像を決定する。



1.グラピア・スクリーンの露光

光り(紫外線)

山由目白一泊JE--|乳剤j層
! • • • ~ • • • R 1375;チン膚

2陽画フィルム(画像)の露光

光り(紫外線)

支持ベースフィルム

3.銅版ヘカーボン印画紙を張り込む

銅版

4.現像

銅版

5.腐蝕 43-40ボーメ

手し剤j層

カーボン

-ゼラチン層

カーボン

・ゼラチン層

カーボン

・ゼラチン層

ーャスト
6.腐蝕 40-38ボーメ

7腐蝕 38・37-36ボーメ

図1コンベンショナルグFラピ、ア
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セルを形成するグ、ラヒ守ア・スクリーンと連続語調

のポジティブ・イメージ(陽画像)が露光されたカ

ーボン印画紙を、グラビア・シリンダー(鉄製のシ

リンダーに銅メッキをほどこす)に貼り込み、現像

した後、イメージはシリンダーの表面に化学的に

腐蝕され、それは高品質のイメージを作り出す。

(図 1)

この写真製版は Woodburγtype以外に連続詣

調イメージを得ることができる唯一の凹版の技術

である。註 2

それは、フォト・エッチングPと区別され、その防

蝕剤は、腐蝕に対して完全に防護されている小さ

な領域と腐蝕に完全に曝される領域とにより構成

されている。連続階調画像が得られるプロセスで

はないので、なめらかな中間階調を持つ領域は

ない。

グラビア印刷画像の豊かな深さと細やかな調子

は、他のどの写真凹版製版法とも比較にならない

ものである。

現在まで、その発明以来、グラビア印刷のフ。ロ

セスは大きく変わることはなく、新技術の利点を生

かして注目に値する改良がなされてきた。

図2

松脂・アクワチント

図3

アスフアルト

・アクワチント



11.アクワチント・フォトグラヴュール

(撒粉グラビア)技法概要

銅板の事前処理を行う手順はアクワチントの版

画技法と同一であるため、初期のフォトグラヴュー

ルは時々フォト・アクワチント(撒粉グラビア)と呼

ばれていた。版を完全洗浄・研磨した後、酸に対

する防蝕材である松脂またはアスフアルトなどを

版の表面に振りかけ、熱して定着する。アクワチ

ントは版面のおよそ50%をそのまま残す。

(図2・図3)

銅板の準備と並行して画像も準備する。

透過陽画フィルム(ポジティブの透過フィルム)

(図 4)は、反転した陰画画像か、もしくは陰画の反

転コピーでできている。それは原寸大でなけれ

ばならない。

次の段階は、カーボン印画紙と呼ばれるゼラチ

ンを厚く塗布した紙に、陽画を焼き付ける。このテ

ィッシュは、あらかじめ重クロム酸カリウム溶液に

浸した後で乾燥して感光性を持たせたものである。

カーボン印画紙が陽画フィルムを通して紫外線

光を浴びると、ゼラチンの融解温度が変化する。

光を浴びた印画紙の部分は「硬化してJ、より高い

融解温度となり、露光されなかった部分は閉じ状

態のままである。

次の段階は、画像を版に転写することである。

印画紙は冷水の中で目新聞され、プレートに密着

される。私は、印画紙が乾く速度を上げるための

エタノール(アルコール類)を使わない、いわゆる

「湿式jプロセスで作業している。この「湿式jプロ

セスは、版面に印画紙を移すのに約 2時間を要

する。

プレートとカーボン印画紙にスキージし、吸収

性の高い紙の間で強し1圧力をかける。

この紙は、カーボン印画紙から水を吸い取り、

同時に加えた圧力により印画紙は、銅版の表面

全面に適度に定着する。カーボン印画紙の湿り

気が無くなったあと、お湯をはったトレイにプレー

トを入れる。水温は、 450Cを超えてはいけない。

お湯がカーボン印画紙を軟化し、その後、ゼラチ

ンが溶け始めてから慎重にベースの紙を剥がす。

(図 5) 手の掌でやさしくプレート面をこすり、
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図4原稿

陽画フィjレム(ポジティブ、フィjレム)

図5現像

画像を焼き付けたカーボン印画紙を銅版に貼り込み温湯で現像する

未露光のゼラチンが溶け始めたら裏の紙を華IJがす

図6現像を終えた銅版

露光された部分のゼラチンが銅版の表面に陰画の状態で残る

このゼラチンは防角岬防ゼラチン・レジストとなる



図7腐蝕 38ボーメでの腐蝕

高い濃度の腐蝕液は水の含有が少ないため

薄いレジストの部分が腐蝕される

水の含有が多い腐蝕液へとJI頂次移して腐蝕を進める

ゼラチン・レジストの厚みによりどの濃さの腐蝕液

で腐蝕が始まるかが決まる

38ボーメか37ボーメでほぼ全ての画像が現れた

図8刷り上がり

写真原稿の70から80%の再現力となる

アクワチントの種類や使ったスクリーンの種類が

画像のマチエールを決定する
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溶け去る(未露光部分)ゼラチンを洗い去る。

残ったゼラチン層は、防蝕剤の働きをする。(図

6) 

「湿式」フ。ロセスでは、防蝕剤が乾燥するのに一

日を要し、次の段階の腐蝕に進む。

腐蝕には様々な濃度の塩化鉄溶液を用意する

が、まず希釈度が比較的低い(高ボーメの)溶液

からスタートし、徐々により希釈度の高し、(低ボー

メの)溶液を使用して腐蝕する。版が塩化鉄溶液

に浸されると、腐蝕剤の水はゼラチンを膨潤し、

腐蝕液を吸収する。高ボーメの溶液は、含む水の

量が少ないので、最初は腐蝕液の作用は遅い。

ボーメが低いほど水の割合が多いので、ゼラチ

ンは腐蝕液をより速く吸収し作用の割合は高くな

る。

このように、版は黒い部分とシャドウ部が、次に

中間詰調の部分が、さらにハイライトまで、順々に

腐蝕される。(図7)

腐蝕が完成した後に、酸と塩を混ぜたものや醤

油を使い完全に版を洗浄し、次の段階印刷に取

り掛かる。版は、全ての凹版印刷と同じやり方で

エッチングフ。レスを用し、印刷される。

私はシヤルボネール社製#55985ブラックイン

クと東洋凹版インク(グラビア用)を等量か 2対 1

で混ぜ合わせて使用している。

インクはプレートに詰められ、通常の刷り同様、

版の表面を紗(モスリン)でやさしく拭き、最後に

ノ¥イライトを出すために、手の平を使い滑らかに

やさしくこする。プレートを過度に拭かないように

細心の注意を払わなければならない。

印刷用紙は、適切に処理して準備しておくこと

が重要である。用紙は、相当な時間水につけて

おかなければならないが、この時間は用紙のタイ

フ。によって異なる。

私は、厚手の雁皮紙を用いる場合が多い。厚手

の雁皮紙や薄い和紙を使う時には、試し刷りに使

う紙を湿し、その聞に挟み湿り気が移ってから、

版上に置き、試しの紙をさらに当てプレス機を通

す。

版は、プレスを通り、ローラーは紙をインクの溜

まった凹みに押し込み、印刷された画像を形成

する。(図8)





コンピュータのスクリーンはキャンパスとなり、推

論的な(減法的な)美術形式としての版画は、望

みの物はどんなものでもたやすく形成し、再形成

し、調整し、あるいは変形することが出来る(一層

重要なそして)革新的な媒体に変異することとな

った。

ベクトノレ・ベースのグラフィック・アプリケーション

(画像処理プログラム)であるAdobeIllustratorを

使用すると、大規模な凹形のセルのグリッド(交差

した線による升状の)を作成できるが、これは商業

ベースのグラビア印刷で使用されるグラビア・スク

リーンのパターンを模倣したものである。(図9)

Photoshopはヒ。クセル・ベースのグラフィック・ア

プリケーションで、あるが、これを使用すると、グラ

ビア・スクリーンに類似したアクアチント・スクリー

ンを作成できる。これは銅版画のアクアチントの

テクスチャを模倣したものである。

一般的に使われる約 350dpiのグレイン・テク

スチャ以外に、 Photoshopアプリケーションが提

供する、例えばノイズのような、フィルタを適用す

ると、画像に特徴を与えるのに役立つ、独特の材

質感を持つオリジナルなスクリーン・パターンを創

造することができる。

ーアクワチント・スクリーンを作製するプロセスは、

いくつかの段階に分けることができる。

Photoshopで、グ、レースケール・モード、で、新規の

ファイルを作成する。ファイルのサイズを確認、し、

色調補正のトーン・カーブで任意の濃さ(黒さ)に

変更する。

モードのモノクロ 2階調の誤差拡散法(デイザ)

で、アクワチントを模したファイルとなる。

パターンがデジタル・ファイルとして作製された

あと、それはイメージ・セッター(高解像度レーザ

ー出力装置-Computerto F釦1)を通して印刷する。

イメージ・セッターは、高解像度大判コンビュー

タ出力装置である。それはレーザーで、フィルムを

露光する。-j!フィルムか印画紙が現像されると、

高品質のイメージが現れる。

それはデ、ジタル・テキストまたは画像ファイルの

ようなラスターイメージ(走査画像)処理によって

発生するビ、ットマップ・データを受けとって、写真
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フイルムまたはブ、ロマイド

き出す。それは、高解像度のハーフトーンとその

他の白黒の画像を出力できる。

イメージ・セッターの解像力は、 1200から

4800dpiの聞となっている。フイノレムはハロゲ、ン化

銀で覆われているプラスチックフィルムで、通常

の白黒の写真フィルムと非常に類似している。(ハ

ロゲン化銀は、写真フィルム及び、ペーパーで、使

われる化学物質である)。

私は、最高の結果を黒 80%のスクリーンを使っ

た制作で、見出した。印刷された画像の表情は有

機的に見え、アスファルト撒粉グラビアの表面に

似ている。(図 10)

黒 7仰のスクリーンはシャドウ部が浅くコントラス

ト値の低いイメージを与える傾向があるが、しかし、

それにもかかわらず特定の陽画像と組み合わせ

れば、面白い結果を導き出せた。

v.実験の結果方法について

私の実験により以下の結果か得られた。

私は、松脂とアスファルトの製版と同時に、別々

のアクワチント・スクリーンで露光した銅版でも実

験を行った。(図 11)

貼り付けたカーボン印画紙は、2，7%の重クロム酸

カリウムに着けて感光'性を与えであった。

すべての版は、ほぼ同じ条件下(気温は 17
0C

~200Cの間で変化した)で腐蝕した。

最初は 43ボーメの腐蝕液を使い、最後に 37

ボーメ、ときには36ボーメの液を使用した。

腐蝕時間は、レジスト(防音胡莫)のタイプによって、

50~90 分までの問、腐蝕液に浸した。

私はアスファルトの撒粉グ、ラピアと黒8仰の手製

アクワチント・スクリーンにより最高の結果が得ら

れる事が分かった。しかし別のレジストを使用して

も非常に良好で興味ある結果が得られた。

カーボン印画紙に陽画像だけを焼き込んで製

版すると、黒し¥(又はH齢、)部分はデ、ィープエッチ

ングの状態となる。(図12)

松脂とアスファルト・アクワチントで、は、 43ボーメ

の腐蝕液で 5分後に腐蝕の反応が始まり、シャド

ウ部のデ、イティールは 40ボーメで王尉L、38ボー



図 12

アクワチントまたは

スクリーン無し

写真画像、連続諮調楊函

フィルムだけを露光

黒い部分にインクの

引っかかりがない

図 13

アスフアルト

-アクワチント

アスフアルトによる

微粉グラビア

メの腐蝕液で、ハイライトのデ、イティールが現れ始

め、 38ボーメの腐食液または条件によっては37

ボーメの腐食液で完了した。

腐蝕時間は、 50-60分の間となる。

(図 13・図14)

アクワチント・スクリーンの場合、カーボン印画

紙がより長く露光された結果硬化しており、反応

は少し遅れ、 41ボーメの腐蝕液でおよそ 12分後

に腐蝕開始となり、腐食はゆるやかに進行し、シ

ャドウのデ、イテールは 39および38ボーメの溶液

で王尉も、ハイライトのディテールは 37ボーメ(レジ

ストの状態により 38ボーメで現れ始めることもあ

る)の樹夜中で加も始めた。

アクワチント・スクリーンで、のフォトグラヴュール

は、露光時間が長いため、低いボーメの腐蝕液

が必要になる。(図 15)

図 14

松脂・アクワチント

松脂による

撒粉グラビア

図 15

アクワチント

-スクリーン

photoshopによる

手作りのアクワチント

-スクリーン

腐蝕液の濃度と各方法にみる画像の濃さ(腐蝕度合い)の関係

， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 
e ， ， ， 

ハ
イ
ラ
イ
ト

中
間
関
子

画
像
の
濃
さ

シ
ャ
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ウ
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H ・H ・ コンベンシヨン・グラビア{グラビア・スヴリーン)

37 

--ァヲワチント・フォトグラヴュール{撤粉グラビア)

....， アクワチント・スヲリーン・フォトグラヴュール

38 40 39 
腐蝕液の濃度

41 42 43 

図 16

グラビア ・スクリーン

illustratorによる

手作りのグラビア

-スクリーン

lmmを3分割した

白線によるグリッド(升目)
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コンベンショナル・グラビア(グラビア・スクリーン

使用)はさらにきびしくなり、一層長い腐蝕時間が

必要となる。

41ボーメの溶液から始めることは出来るが、す

ぐに 40ボーメの溶J夜に切り替えなければならな

い。 シャドウ部のディティーノレは、 39または 38

ボーメの腐蝕液で現れる。たまに、腐蝕が始まら

ない場合、カーボンレジストを柔らかくするために

(39または 38ボーメのような)低いボーメの腐蝕

液で始めることを勧める。腐蝕がスタートした後で、

高いボーメ(40ボーメ)の腐蝕液に版を移し変え、

腐蝕を続行する。

スクリーンによるグラビア・レジストは、より長い

腐蝕を要し、完全なエッチングに通常 60分-90

分かかり、気温や液温に影響されやすい。

ノ¥イライト部は 37ボーメの腐蝕液で現れ始め、

通常腐蝕時間の 40-50分後に 36ボーメの腐蝕

液でそのピークにとどく。(図 16)

羽.実験の結果ー素材について

私が行った様々な実験で、代わりの素材を使用

した。また「伝統的なJ技法を単純化して、種々の

実践をフォトグラヴュール技法に応用で、きるように

整えた上で、それを実践してみた。

この様な考えのもとで、この非常に創造的な美

術家を刺激するこの技法の表現を拡張し、私自

身の美術言語の展開を試みた。

私は、手を加えると創造的で鞘教的な美術作品

として組み立てることができる大判のデジタノレの

陽画像と手描き原稿、即ち原寸透過原稿を用い

て作品を制作してきた。

この技法は写真画像の正確な複製に代わる多く

の方法を私に示唆し、私のこの方法による創作の

試みに限りない可能性を開いた。

ひとたびこの様な画像が銅版の表面に移される

と、腐蝕された銅版に他の凹版技法を用いること

によって別の作品にすることが可能となる。
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画像補正

デジタル・写真陽画像(デジタル・ファイルのデ

ータから作成した画像)を作るにあたり、陰画や紙

焼き写真をスキャンした画像は、レベル値とトー

ン・カーブおよびコントラスト値を調整することに

よってこの技法に適合するように変えることが出

来る。註3

手描き原稿

手描き画像からポジティブを作成すること、即ち

ダイレクト・ポジティブ、は私のもう一つの関心事

で、あった。

私は水彩画のようにツーシェ(黒インク)を使っ

た絵を使うことを噌好する。私はこの様な絵を陽

画フィルムと重ね合わせて作品をイ乍る。(ツーシェ

以外に透明用紙に使える描画材料、例えば鉛筆、

クレヨン、木炭、水彩絵の具、マーカ一等、どんな

ものでも使用することが出来る。)

二つの別々に作られた画像をこの様に組み合

わせることによって、この創造的な試みに於いて

無限の可能性が聞かれ、私は、フォト・グ、ラヴュー

ル媒体の持つ創造の可能性について、またデジ

タル技術の応用により強化された、この媒体の持

つ表現能力について再考させられた。(図 19)

手描き透過原稿を露光するとき、画像の支持体

(フィルム)がゼラチンと接するように裏返すことも

面白い。その場合、ハード・エッジの線やスクラッ

チに於いて微妙な鮮明度の低下が起きる。この

少し暖昧になる効果も、 一つの表情を作り出す。

鉛筆画を移し、白い背景の中で濃淡のない濃

い黒線を得たい場合、白い背景に十分な皮膜力

が備わるように長い露光時間を確保するべきであ

る。

線に至る迅速な浸透を促進するため、最初に中

間のボーメ度の腐蝕液から始め、さらに線が十分

に腐蝕されるように高いボーメ度の液で腐蝕を続

けなければならない。

腐蝕を終える段階では、ボーメ度の低し、液に銅

版を入れて、ごく短時間ハイライトの部分が腐蝕さ

れないように注意して見守る。





線)のスクリーンと等しいと言える。

大変微細なこの表面は細部の表現には大変有

利であるが、腐蝕が長くなると粒子が崩れ間違っ

た凹みを作る危険性もあるので、注意を要する。

アスファルトを使い、適度な腐蝕により細かな細

部とよりなだらかな譜調を保持することもまた可能

である。

VII.結論

アナログとデ、ジタルの二分法は、複製について

の現代の評価の最も重要な特色のひとつである。

註3-5)

William ]. Mitchellが述べているように、記録さ

れ、「ペイントされJ、電子的に合成されたピクセ

ル値は、切れ目なく結合する事ができるので、デ

ジタルの画像は、絵画と写真、および手描きの絵

とメカニカルな絵との慣用的な区別を暖昧なもの

にしている。

デ、ジタル画像は、スキャンされた写真で、あり、コ

ンピュータで合成された陰影のある遠近画とも言

え、電子的な絵画とも考えられるものであり、滑ら

かに融合されて人の目には一体感のある統一体

に見えるものになっている。

デ、ジタノレ・イメージングは、画像処理ソフトウェア

と呼ばれるコンピュータ・プログラムを適用して得

られる一種の電子的な絵画とみなす事ができる。

(図 17・図18)

このような意味で、デ、ジタル・イメージングは、 一

層新鮮で現代的な、かっ意味のあるコンセプトを

含有できるやり方で、古い伝統を受け継ぎ、同時

に再定義するものである。
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図17 “し，autre Monde n"， 

フォトグラビュール、雁皮刷り 87x12Ocm

電子顕微鏡によるディジタル画像(右側)と実物を撮影した写

真による組み合わせ

図18 “L'a叫reMondeIV" 

フォトグラビュール、雁皮刷り 87x12Ocm 

上と閉じ

図19 “OneBrief Moment" 

フォトグラビュール、雁皮刷り 120x85cm 

ディジタル画像と手描きのポジティブフィルムを重ね合わせた原稿



註1http://printwiki.org/Gravure 

註 2英国人 Walter8entley Woodburyが 1864年に

特許を得て、 1866年から 1900年頃までの聞に使用さ

れていた印画法で、カーボン印画を露光しガラス板に

張り込み、お湯で現像した後に乾燥し、鉛の板をプレ

スして印刷用凹版を製作する方法である。

言主3 http://p巾ltwiki.org/ Color 

1)イメージングでは、濃度は特定の表面が吸収する

光の量を定量句に表すための尺度である。

印刷された複製では、濃度はある画像の色合いの深

さがどの程度再現されているかを表す尺度になってい

る。濃度の測定は、複製画の色を色ご、とにク守レーシェイ

ドとして評価できる濃度計と種々のフィルターを使って、

各色について行うことが出来る。

2) コントラストとし、う用語は、ある画像におけるトーン

の分布を表わすのに適用される。

例えば、大部分がシャド、ウとハイライトで、あり中間トー

ンのディテーノレが殆どない画像はコントラスト値が高く、

中間トーンを持つディテールが大部分を占める画像は

コントラスト値が低し立考えられる。

3) 色の再現において、トーンのグPラデーションは重

要な課題である。

それは、その画像のトーンの範囲が(使用する)印刷

プロセスに対して最適化されていることを保証する。

印刷プロセスによっては、その画像のハイライト領域

に対応するハーフトーンのド、ツトが失われるカもしれな

し、。

従って、トーンのグ、ラデーションが最適化されることを

保つため、元の画像をスキャンする前に、最も明るい

ハイライトを、その印刷プロセスが再現で、きる最小のハ

ーフトーン・ド、ットにマッヒ。ングする必要がある。

Photoshopのような画像処理プログラムを使用すると、

中間トーンを望む通りに調整することが出来る。

4) 解像度

コンピュータ・スクリーン上のデ、イ、ジタノレ画像は、その

モニターの最高の解像度で、表示されている。

スクリーンの解像度は、単位長さ当たりのヒ。クセル数
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によって決まる。

Macintoshのスクリーンでは、このヒ。クセル数は、高

画質の出力に必要な最低の角卒像度よりずっと低い 1イ

ンチ当たり 72ドットである。その上、画像の解像度は、

その画像をスキャンした装置の解像度より高くはならな

いが、スキャニング、装置の解像度は300dpi から3，000

dpiの範囲にある。

しかしながら、最終的に得られる画像の解像度は、そ

の画像を描く出力装置の能力に左右される。1インチ

当たりのド、ット数が多いほど、解像度が高く、画像がス

ムースで、シャープになる。

レーザプリンタは、600dpiの解像度で印刷できるが、

この解像度はハーフトーン・スクリーンには不十分であ

る。

イメージ・セッターを使用すると、 3，000dpi以上の解

像度を持つ高画質の画像やスクリーンが得られる。

5) アナログ・データとし、う用語は本来、連続的な波動、

例えば音、光、あるいは電気信号等に適用される。デ

ジタノレとし、う用語は、個別的な値を持つビ、ツトとして存

在するどの様な情報にも適用される。

バイトとして纏められるビット、 lと0、で、成り立ってし泊。

各バイトは 8個のビ、ットで成り立っている(例えば

i01000101J )。

デ、ジタル信号は、元のアナログ波の輪郭を出来る限

り厳密に(正確に)記述するための非常に小さな「ステ

ップ」で、構成されている。アナログ、信号をデ、ジタル信号

に変換するために、コンヒ。ュータがこのステップを収集

する頻度、即ちサンプリング・レート、は、人間の知覚

が認知できるレートよりも大きくなければならない。

黒と自の聞を区分けするステップの数が大きし、ほど、

グレー・スケールの遷移がスムースに見える。殆どの

デジタル・システムでは、 256のグレー・レベルに区分

けしているが、この様な密なレベル数は、研究によれ

ば殆どの人聞が(レベルの違いを)認、識で、きるレベル

数よりも幾分多い。



研究報告

意図する無意図

一一版画における、いない・いない・ぱあ

浅井ゆき

愛知県立芸術大学大学院美術研究科

油画専攻卒業

主主

《図l>>JohnCage 

Dereau #37 

47 x 62cm 1982 
滋賀県立近代美術宮摘
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一一一Onthe surface 

初めてのシアトルで、友人がマーケットにある小さ

な水族館へ連れて行ってくれたことがありました。し

かしそこにはただ、水の入った箱があるだけじゃな

いかと思いつつも眺めていると、水槽の底にいた

ひとつの貝が、呼吸をするために水面へと昇って

いったわけで、す。そして呼吸を終え、再び底へ沈

んで落ち着こうとしたとき、その場にいたほかの員と

の調和を乱すことになり、つぎ、つぎと貝たちが水面

へと昇ってし、ったのです。

一一一KathanBrown. jOHN CAGE VISUAL ART: 
To SOBER and QUIET theんf1ND

OriginaJ text: C高野!，john.IV. 

H出vardUniversity Press， Boston，l990 

(引用者訳)

これはジョン・ケージ(1912-1992)が、 1988年ハー

ノ〈ード大学で、行ったレクチャーにおいて、 1980年

から1982年にかけて制作されたOnthe surfaceとい

うイ乍品が生まれるきっカ冶lナとなった出来事を例に、

自身の音楽とビジュアル作品との関連について語

ったときのもので、ある。この一連の作品は一見シン

プノレだが、実は複雑な制作過程を経て作られてい

る。スクラップとなったさまざまな形の銅版の切れ端

を順番にプレスしていった複数のエンボ、スによる作

品であるが、そのプレスする位置は、ひとつひとつ

チャンス・オペレーション*1で決められ、場合によ

っては法則に従い、銅版をさらに小さくカットしプレ

スされた。そこには浮遊しながら重なりあう鋼板の

形と、それらが成す水平線が浮き上がってみえる

だけで具体的なイメージはなにも表されていない。

しかしそこにはひとつの貝が起こした運動による小

さなノイズとゆがみが、つぎ、つぎと混乱を引き起こし

ていくさま、というケージが水族館で見たきわめて

具体的なイメージがある。それはどこかで見たよう

なデ、ジャヴ的な感覚を起こさせるし、たとえこのイメ

ージを知らなくても、エンボスで、表された水平線の

下で対流しながらうごめく時間と空間を、静止では

なく変化を見てしも者に感じさせる。投じた石によ

って水面の波紋が広がるように、このシリーズは2種

類36作品制作された。

彼はまた、これと同じ方法で、オーケストラの小品を

作曲している。ケージはさらにこう続けている。





が生まれる。もっと言うならば、そのー版一版は、ひ

とつの意図したテーマに沿って作られた版で、あっ

ても、それぞれ個別に彫られ、または製版されたも

のとして固有の時間を持ち、べつべつの時間に刷

られていく。それらを一枚の版画作品として向き合

わせ、刷り合わせることで、ケージが傾倒した禅の

考えのように、お互いが障害とはならず、最終的に

は間の集積として相互浸透してしてわけである。わ

れわれは、そうしち版画に含まれた時間や空間、ノ

イズをそれとして気づこうが気づくまいが、その空

気のようなものをもすべて含めた版画品、うものに

魅力を感じているのではないだろうか。そこにケー

ジは気づき意図的に表現したとし、うことであり、しか

もこれは版画でしか、版画だからこそ表現できたと

いえよう。

一般に平面作品を制作するとき、タブローで、あれ

ばキャンパスサイズを、版画であれば紙(版)のサ

イズとしちフレームをはじめに決定し、そのなかに

自らの三次元(二次元)空間を作ってし、くことになる。

しかし、ジョン・ケージが版画で、ゃったことは、漂っ

ている空間のある部分を立方体状にスポンと抜き、

それを側面から覗くと、なかで偶然にも世界から抜

き取られたイメージたちがフワフワと浮遊している、

そんなもののように思われる。Onthθsurfaceにお

いては明確なヴィジョンがあることからもわかりやす

い。ぴっちりと水で、満たされた水槽のなかにしも貝

が、ときどき調和を乱し合い、そしてそこにまたあら

たな調和が訪れる様子をボーッと眺めるとしち、そ

れはスノウ・ドームのなかで乱舞する雪が落ち着い

ていくのをただ眺めるような、そこにはいつ始まりが

あって、いつ終わるのかわからなし、ような持続的で

低し1位置に保たれた時空間があるのみである。

これは、ケージがチャンス・オペレーションによる

偶然性、無意図を作品のなかに取り込んだことで、

明らかな意図を画面から読み取ることができないた

めと考えられる。そして先に引用した彼の言葉を繰

り返すことにもなるが、ケージはその無意図を意図

的にしていたといえる。クラウン・ポイント・プレスの

キャサン・ブ、ラウンもケージが意図を持ってプロジ

ェクトをスタートさせ、細部においてはチャンス・オ

ベレーションを使用することで、意図を操作で、きない

ものにしていた、とのちに回想している*5。
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しかし、これはなにもケージに限ったことで、はなく、

版画を制作している人間であれば思い当たる節が

あるのではないだろうか。プレスした紙を版からめ

くるその瞬間、何を期待するだろう。ひとつは作品

を作り始めるときから抱いていた頭の中のイメージ

どおりに刷り上がってしもかとしち期待。そして実際

には、描き直しが可能なタブローには相生しえない、

破棄される刷り損じ、いわゆる失敗作を含め、意図

しなカりた新しさとも似た意外さを感じることも少な

くないだろう。ここでそれを失敗とするか、ひとつの

表現として受け入れられるか判断が下される。そし

てそれを受け入れられた場合、次回も同じ失敗が

起こってほししせ願い、そのとき行った動作を技術

として身につけた結果、その無意図でできた表現

は意図した作家の固有の表現として認識されること

になる。

そしてもうひとつは、意図しなかったものへの期

待である。版画は反画でもあるので(この場合、孔

版は除く)、ネガとなる版を彫っている、製版してい

るときは反転されたものをイメージしながら進めて

いくことになる。元のイメージを反転させて彫り進め

ていても、彫っている、もしくはリトグラフでは描い

ているその線は反転させながら描くことはできない。

つまり手のくせ、痕跡は刷る段階では反転されて刷

り上がることになる。思いあまってはみ出た線や取

り返しのつかない傷、知らぬ聞に版についていた

傷などを許容し、ニスを塗る、松脂をわざとイレギュ

ラーに振りかけるとし、った意図的に偶然性を利用し

た仕込みを施したとき、それらの意図しなかった結

果が、意図どおり心地よく王殿もていれば、無意図は

そのとき意図となる。

したがって、ケージがチャンス・オペレーションで、

決定した位置に、チャンス・オペレーションで、決定

した長さで線を引いたとしても、そこに表れてしまう

筆圧や手の震え、癖までは意図的に取り除くことは

出来ず、ケージの意思で彼の手から表現されたも

のとして刻まれるのである。

意図する無意図は意図である、といえばトートロ

ジーの極みのような気もするが、これと似たことをシ

ュルレアリスムの作家たちに対して感じていたこと

を思い出す。彼らが狂気を憧憶し、無意識から生ま





れで、は刷られてしまったものを幸氏カミら消すことは不

可能で、あるため、反復することはできない。しかし

子どもの誕生のように、それまで頭のなかのイメー

ジとしてしか存在しなかったものが、実体としてそこ

に突然現れる種津は大きい。

版をプレスしていく段階において、プレス機で刷

る場合はセットしたら一気にレバーを回し、迷うこと

なく刷り上げてしまうため、間接的にプレス圧を調

整することでしかプレス中の版そのものへ触れるこ

とはできないが、木版など手摺りの場合では、版が

隠されて見えない状況でありながら、自身の手の感

覚と記憶をたより、力を込める、あるいは撫でるとし、

った、見えなしものをパレンで、たど、ってしてという、

版全体に意識を散りばめた触覚的な作業である。

それは、おなかのなかにいる赤ん坊を、見えない

が確実に荊主するものとして体のなかに感じ、語り

かける、そして胎動を感じておなかをさするとし1っ

た、見えないとし、う不在のなかに存在を感じ、探り

見いだそうとする生の本能による作業とも言い換え

られそうである。

さらに、この「し1ない・いなし、.ばあ」における「不

在と存在Jを「不快と快Jとし、版画に当てはめてみ

たい。言うまでもなく版が紙で覆われてしも状態が

不快で、めくりあげた瞬間が快である。どの版種に

おいても制作のフ。ロセスのなかで一番緊張が高ま

るのは刷りではなし、かと思うが、そのはやる気持ち

を抑え、版から紙をめくりあげてその出来を見た瞬

間、忘れていた呼吸を始め、そしてホッと一息つく

とき、まさしくそれは緊張という不快からの解放であ

る。これに関して、「笑し、」においては緊張の緩和と

いう説がある。身近なところでは、落語家の桂枝雀

が「緊張が緩和された時笑いが起こる」という緊緩

の法則を提唱している*8。刷り上げた後、作品と対

面して笑しも起こるカもしれないが、ここでは版が

見えないという不安な状況に対して、そこから解放

されることで版が出来上がる、つまり快を得ることを

緊張の緩和における対比として、注目したい。

日常において見えないものを見るとしづ興奮を感

じる行為としてすく¥思いつくものは、郵便物を開封

する、プレゼントを開ける、とし、ったことが挙げられ

るだろう。他にもチラリズムといった言葉もあるように

隠されたものに対して見たいとしち欲望がある。つ
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まり自分では知り得ないもの、“他者"がそこには存

在する。自分で、包んだ、ものなど中身がわかってい

る場合、もしくはクリストの建物の梱包作品などは、

誰もが知ってしもものを包んでいるため、早く中身

を知りたくてウズウズすることはないだろう。それに

対し、気になっている試験結果が入った郵便物、人

からもらったフ。レゼ、ントを開ける時には、早く中身を

見たくてたまらないという未知のものに対する不安

と期待がある。この未知のものに対する不安と期待、

そしてそれを知り得てよくも悪くもホッとする、とし、う

緊張の緩和をひたすら繰り返しているのが版画で

あると言える。極論すれば、常時プレゼントを受け

取り開封する喜びが版画にはあるとし1うことである。

版と刷られている紙の表面が見えないプロセスが

挟まれることで、自らの手で全てを統制できなくなり、

ノイズ品、った不確定な要素や偶然性、時間や空

間などのさまざまなマテリアル、つまり“自分ではな

い何か(他者のようなもの)"をも一気に含んだ一枚

の紙が出来上がる。そこに現れたモノに対して、す

べて自分のなかから生まれて来たとしづ錯覚を持

ちつつも、何か自分ではない別の新魚平さのようなも

のを感じるのは、こうした理由によると考えられはし

ないだろうか。また、プレゼ、ント(present)という単語

には、“贈り物"という意味のほかに“柄主する"とし、

う意味を持つ。鏡に映った自身の姿を見て、それを

自分だと、リアルな柄主と認識するように、自刻自

刷の場合、版から写しとられた鏡像ともいえる画と

対面することで、自分自身を、そしてそのリアリティ

を感じ、存在させているともいえるかもしれない。

最後に、ネガとし、う制作過程に関して、“陰刻鋳造"

とし、うスタイルで彫刻作品を制作してしも西尾康之

の言葉を紹介しようと思う。このきわめて版画のプロ

セスと似通った発言は、まさに私がここで言いたい

ことを代弁してくれているかのようでもある。西尾が

“やめられなし、"と言うように、いくら他のメディアが

隆盛しようとも、スタンプを見ると、分かっていても

つい押したくなってしまう、どうしょうもない性を認め、

版画が今後も廃れることなく表現手段として選ばれ

ていくであろうとしち確信とともに。
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はじめに

私の木版画lはま、“彫る右"“摺る

面にニスを塗り肌、絵の具をはじかせたり、彫り跡や

ジェッソ、モデ、リング、ペーストなどで、マチエールを

加えた版にインクを詰めて摺るとし、う水十封会の具

を用いた凹版技法を取り入れてし、ます。

これにより昔からある日本の伝統的な浮世絵摺

りによる凸版技法に加えて(塗る、彫る、摺る)品、

う3つの作業行程をし、版表現を行ってし1ます。

版にニスを塗る、そして彫刻刀で彫るとしち技法

行程を使用する事により、木版画の新しし1表現手

段を見いだしていければと思っています。

文章中、同音漢字、刷る、摺る、をプロレス機局IJり

とバレン摺りに使い分けています。

ご理解ください。

I木版画で、の水性凹版技法について

木版画による水性凹版技法をはじめて、早いも

ので10年ぐらいになるかι思います。はじめたば
かりの頃は、繊細な水性凹版特有の線の表現が

フ。レス機を使っても思ったようにきれいに刷りあ

げる事ができず、尚子錯誤の連続で、あったのは

言うまでもなし、かもしれません。水性凹版技法の

先駆者である作家方の作品を参考にしながらも、

私は自分独自の凹版技法を作り上げようと努力し

てきました。今まで、水性凹版絵の具として使用さ

れていたものとして私の知る限りでは、アクリル絵

の具、ポスターカラー、水性ペンキ、染料などが

挙げられます。私がこれらを使った感触で、は、非

常に摺りが不安定なものになりがちで、自分自身

が納得したものができませんでした。

そこで試してみたのが、私が大学2年生頃だっ

たと思いますが、水性シルクスクリーン絵の具で、

の木版画凹版刷りでした。絵の具をかきとるため

のスキージとも非常に相性が良く、粘りもあり、絵

の具の乾きも遅く、刷りにムラがでにくし、ことが使

用してみて分かり、前子錯誤を繰りかえすうちに

自分なりの版表現と安定した水性凹版技法が行

えるようになってきました。

ここでは、私が使用してしも凹版用具の説明、
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彫り方、プレス機を使った凹版技法から、パレン

摺りでも繊細な凹版法ができるよう研究してきた

結果も含め、紹介をしたいと思います。

(プレス機刷り凹版作品)ことはじまり生きる化石地・飛

120.0x91.0 cm 

(プレス機刷り凹版作品)ことはじまり白き衣脱・皮

30.0 x 22.5 cm 
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E 凹版用具、材料について

(道具、絵の具)

道具について

水性凹版用具として、私が使用してしも道具、

絵の具はつぎのようなものです。

凹版刷り道具として必要とされる道具は、スキ

ージ、パケット、ウエス、プラへラ、バケツ、凹版ブ

ラシ(靴ブ、ラシの毛を短くハサミで、切ったもの)、あ

て紙、とめ板(ニスを塗り絵の具がつかないように

したものが良しす絵の具をかきとるためのスキー

ジは、代用がきくものがあげられます。ひとつは

掃除用具で用しもれる窓拭き用ワイパーなどで

す。色々な種類があるため、これが良いとしち例

をあげることはできませんが、安価で、たいてい

のものは使用する事ができると，習われます。スキ

ージより版面の絵の具膜を取り除く力があっても、

その分、わざと板の地にしみ込ませた絵の具もき

れいにかきとってしまうため、ハーフトーンを意図

的に作った版の箇所などで、刷りとる事が不安定に

なり困難です。線描だけの版ならばこれで十分代

用できます。その他としては、ゴムベラなどです。

作業しやすいがサイズに限りがあるため、大きな

版には向いていません。小さい版などであればこ

れも十分に代用できます。その他の道具、パケッ

ト、ブラシなどもここで紹介したものでなくてもい

いでしょう。ブラシなどは毛が短く、広い面積をこ

する事ができれば十分使用する事ができるので、

タワシや洋服ブラシなどでも使用できます。パケ

ットも同じく、絵の具を蓄えておくことが可能な器

であればなんでも代用できます。(個人的には紙

コップやホーロー皿などを使う事もあります)。



(凹版権り用具)

(凹版ブラシ)

(凹版ブラシ側面)

絵の具について

絵の具は、水性シルクスクリーンインクを凹版用

に加工したものを使用します。作り方は、水性シ

ノレクスクリーンインクに顔料(メディウムが混ざって

いない粉の絵の具)を入れ、絵の具の堅さを調節

します。使用する時より若干堅く練っておくと良い

で、しょう。

その後に乾燥を遅くさせるメデ、イウムを混ぜます。

既製品のシノレク用リターダーを混ぜても良い
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が、絵の具が柔らかくなってしまう場合、大和糊、

フエキ糊などでも代用が効く。絵の具に混ぜる糊

の量は季節や気温などで多少変化させた方が良

いと思われますが、私の経験から、絵の具(顔料

をシルクメディウムで混ぜたもの)50に対して、糊

1程度が良し吃思われます。色を薄くしたい場合

は、シルクインクのメディウムを混ぜて薄めるのが

良い。色味を変えるために糊を大量に入れると、

乾燥は遅くなるが、非常にスキージでのかきとり

が困難になり、ニスを塗った効果がで、にくく、また

紙そのものを版に定着させてしまうため、作品を

痛める原因となってしまいます。

糊を入れすぎても、水分の加減で、多少は緩和

されますが、刷り上げて乾燥した後に、微妙なイ

ンクの変色が、ありえます。

刷りはどうしても経験が必要とされますが、調

合と刷り手)1闘を把握さえすれば、小さい作品なら

ば短時間で簡単に刷ることは可能であると言えま

す。

(凹版絵の具画像1) 

(凹版絵の具簡像2)



(塗り行程)

(凹版で使用できる彫刻万の例)

(凹版技法でのニ一ドルの使し、方)
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皿 凹版の制作行程(塗る、彫る)

ニスを塗る

ニスなどを塗る作業は白く抜きたい部分の版面

に皮膜を作り、絵の具をはじかせるために用いま

す。

ドロッヒ。ングや刷毛跡などが作りやすい流動s性

のあるラッカーニスなどを使用するため、品質上、

作業時間と制作場所には限りがあったが、現在で

は水性ニスの開発が進み、水性ウレタンニスで、の

制作が可能となっています。この水性塗料の販売

により制作時間の延長が可能になり、細かい作業

も時間をかけてできるようになった。

作業手順としては、ニスを一度塗りそのあとよ

く乾燥させ、荒いヤスリ、 80番程度でまんべんな

くニス面を板目にそって当て木をして磨いていく。

その後もう一度ニスを塗り乾燥させる。

この手順をした後、手で、版面を触ってみてザ

ラザラとするようならもう一度ヤスリをかけ、ニスを

塗ってして。この時使用するヤスリは240番から6

00番ぐらいの比較的細かいものが良いと思われ

ます。

現在市販されているウレタンニスは性能がか

なり良いため、 2度塗りすれば、充分きれいに絵

の具をはじくようになります。

またモデリングペーストやジェッソを使ってザ

ラザラした感じ、ゴツゴツした絵肌を表現したり、

ニスを平筆につけドリッヒ。ング、した方法では、水し

ぶきのような柔らかな表現も可能です。

その他にも色々なニスの使い方、ジェッソの使

い方があるので、試してみてください。

彫る

凹版で版を彫刻刀で線彫りし、勢いのある線

描をそのまま紙に写し取る事ができます。

使用できる彫刻刀としては、 三角万をはじめ丸

刀、平刀、極浅丸(平刀をほんの少し湾曲させた

もの)が使えます。三角万は均一で美しい線描が



でき、丸刀は浅く彫る事で、柔らかで太い線を作

る事ができます。平刀と極浅丸は似た感じの彫り

跡にはなるが、丸刀より太い線表現ができます。

それぞれを組み合わせることで、ジェッソやモデ、

リングペーストを使ったマチエールと同じように、

複雑な表現が可能です。またニ一ドルや釘とし、っ

た先を鋭く尖らせた金属も使う事ができます。摺り

の安定性にはやや問題があるが、手で引っ掻い

た自由で力強い線を作り出す事ができ、 比較的

ほかの道具を使用するよりも手早くできます。切り

出し刀などを使って号|っ掻くとこも不可能で、はな

いが、非常に荒っぽく使用する方法なので、先が

欠けたり折れたりする事が多く、したがって釘や

ニ一ドルなどを自分なりに加工し、使用するのが

最適であると思われます。

W水性凹版を(刷る、摺る)

プレス機を使って刷る

水性凹版刷りの技法は、一般の水性凸版摺りと

は異なり、凹部に水也絵の具を詰めプレス機で刷

る技法です。凹んだ所に詰め込んだインクを刷り

あげるため、フェルトをはさむ必要があります。

また紙の湿しかたにもコツがあり、凸版を摺る

水分量よりも、少し多い方が版面のインクを繊細

に刷ることができます。ただ、水分も加減次第で

は凹版部分のインクつぶれ、インク流れにつなが

るため、水分調整の経験が必要です。

刷りを行う部屋、工房の湿度や気温なども刷りに

影響があります。湿度については、お風呂場の湯

気のように水蒸気が見えるほど必要はないが、だ

いたい相対湿度が40~60%あると少しゆっくり

刷ることができます。

また温度は、湿度とのバランスで、考えるのが良

いと思われます。凹版が刷りやすい温度は私の

経験上、人聞が心地よしせ感じる気温であるよう

に思Jつれます。下記に目安をあげてみましたの

で参考にしてください。

(夏季:26~270C相対湿度

50~60%) 

(冬季:20~220C相対湿度

45~60%) 

(彫りの効果平力、密実丸)

マチエ・-1レ(~"1ゥゾ)

(彫りの効果ジェッソ、モデリングペースト)
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(スキージでインクをかきとる)

(インクをつめた版)

う

'.1...1 

JFJ 

J 
(プレス機制り作品)ことはじまりおじぎ鳥

45， 0 x 30. Ocm 
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バレンを使って摺る

プレス機による刷りは多少の不安要素は残しつ

つも、個人的には完成の域に達したように思われ

ます。ここ数年は、この凹版刷りをなんとかパレン

で摺れないかとしち研究を行っています。しかし

プレス機の強く均一な圧力から生まれる刷り味と

し、うのは、とてもパレンで、簡単にできるもので、はな

い。そこで試した方法と用具が次にあげるもので

す。摺り用具としては、?齢、圧力が生み出せる金

属の玉をパレン面に転がるように取り付けたベア

リングパレンがあります。広い面をいっきに摺りあ

げるならばプレス機に近し可強い圧力を生み出す

事ができます。摺り方法はインクを詰める所まで

はプレス機刷りとまったく同じですが、バレン摺り

の場合は、ここから机に持っていき、版の滑り止

めとして湿した新聞をひいた上に、版を設置し紙

をのせます。滑り止めとして、色々な工夫を試し

みたが、新聞のような比較的薄く、水分を吸いや

すいものが適当と思われます。市販されている滑

り止めマットのようなものを使った事がありますが、

厚すぎてパレンの圧力も版を通してもかなり取ら

れてしまいます。このため摺りが非常に難しい状

態になってしまうので、注意してほしい。新聞でも

同じ事がおこりますが、あまり沢山の枚数を滑り止

めとして版の下におくと、版にかかるはずの圧力

が抜けてしまい、かすれや抜けが生じて摺りが悪

くなります。

紙の上にはプレス機使用時のフェルトの代わ

りとなるクッション材として新聞キ財ヘあて紙を3~

5枚重ねて刻むようにパレンを動かし摺る。この時、

パレンに潤滑剤のっけ忘札がないようにします。

また、あて紙にも潤滑剤をつけておくとより滑らか

に力をいれて摺ることができます。また大きな版

などは、机の四方から作業できる環境にしておく

ことで、全体的に腰をいれ、均一に摺りあげること

ができます。

現段階で、のバレン摺りは時間が非常にかかる

ため、摺る場所以外には湿した新聞か、ビニーノレ

シートのような、水分を保ってくれるものをかけて

おくと良いでしょう。



(ベアリングパレン色々、上は本パレン)

(パレン摺り凹版作品)かけらJ淵も 蔓重なる器

91， 0 x 91， 0 cm 
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(バレン摺り凹版作品)平・葉・心

22， 5X 18、ocm 

(もち粉インクで摺った作品)天示し見上げ舞い涙々

30，OX36、Ocm

V今後の主な研究

(木版水性凹版インクの研究、開発)

今後の研究としては、凹版インクの開発を行え

ればと考えています。現段階で考案しているもの

は、樹脂系の水性凹版インクと植物性の水性凹版

インクがあげられます。樹脂系のインクとしては、

現在使用してしも水'性シルクスクリーンインクを凹

版用に改良し、調合しなおしたものだと考えてい

ただければと思います。樹脂系インクは、顔料と

調合すると分離がおこりやすく、大量に缶に入っ

ているようなものは顔料が沈殿しやすく扱し1にく

いため、染料との凹版インクの調合が良いのでは

と考えています。この方法であれば比較的簡単

に凹版インクを作れるでしょう。

植物系のインクとしては、もち粉を使ったインク

です。これはまだ研究段階だが、私自身、何度か

作品に使用していおり、もち粉インクは非常に良

い摺り味を出す事ができた。ただし欠点もあり、こ

のインクのメディウ刈羽幌l処理を行う方法をとら

なければならず、また植物性で、最初に練り上げ

たインクの堅さが維持しにくく、腐敗が早いため、

防腐剤など品質維持の研究もしなければならな

いと思われます。手早く使用し、使い切ってしまう

ならば小作品には全く問題なく使用できるが、大

作のような大きい画面に使用した場合、インクの

ひび割れや、作品を丸めたりする作業をすると樹



脂系のインクでもおこる剥がれ落ちなどが発生す

る場合があります。

こうし、った難しく、解決に時間がかかる問題点

を抱えているもち粉インクだが、凹版インクとして

の最適な粘りがあり、乾きも非常に遅く、ニス面に

のったインクもスキージでカミきとるときれいに拭き

取るこができ、水洗も簡単である事ため、この結

果資料を元にして、改良と研究の余地はあると思

われます。

今後も、水性凹版インクの研究を進め、版画の

新しい可能性のひとつとなればと考えています。

また版画用に使われている額の研究などもし

たいと考えています。具体的には置き場所などに

大変悩まされる大作などの版画の額を、いかに簡

単に保存し、作品から取り外すことができ、また美

しく展示でき、安価に手に入れられる様にしてい

くかとしち事です。

私個人として現在上記の内容を克服するため

考案したものが、軸額というもで、特注で額庖に

頼んでいます。まだ改良の余地は沢山あるが、作

品の上と下を軸額で直接はさみ、吊るすという方

法で、 100号を超える額装が難しい大作版画など

には、これがうってつけだ、と考えています。

もうひとつ、木版画に使用する版木の研究もし

たいと考えています。

現在多くの木版画家が使用してしも合板(シ

ナ材)などですが、最近非常に質が落ちており、

村寸屈で注文したものではとても版画を制作でき

る材料で、はなくなってきています。これを改善す

るため、シナ材合板に近く、現代木版画による摺

り技法に耐え、水性インク、油性インクともに使用

できる板の研究ができればと考えてしぜす。

この他にも、実現可能か分からない研庁謀題が

沢山自分の中にあるが、今後もできる限り努力し、

実現していきたしせ考えています。

(軸額使用展示風景1) 

(車噸使用展示風景2)
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石膏席Ijりについては、「銅版画の技法」菅野陽著

(1962年)で紹介されているので、以前より知って

いました。5、6年前に松本市美や|諸官が開設した

銅版画講座の受講生から石膏刷りを見せてもらっ

たのが切っ掛けとなり、この技法について研究す

ることになりました。幸い版画研究室の助手の実

家が歯科医で、あったこともあり歯科用石膏とノ〈イ

プレーターを借りることができました。

ドライポイント、メゾチント、エッチング、アクアチン

ト、ソフトグランド等大方の技法でテストを行し、まし

た。

石膏刷りは銅版プレス機の圧力を必要としない

分、石膏面にシャープρに刷り上がってきます。少

し油膜を残す位に拭き取り石膏面を削ることもで

きるので明るい調子はニ一ドル、スクレパ一等で、

描画できます。

エッチングの繊細な線を石膏刷りで、取った作品

と、湿した紙にフ。レス機で、圧力を加えて刷り取っ

た作品と比較すると、石膏刷りは線がシャープに

表われています。湿した紙にフ。レス機を使って刷

った作品は、線が少し太くなるようです。このこと

から紙に刷る場合は石膏刷りの作品を目安にして、

紙の湿し、ラシャの状態、プレス圧の調整を考え

るとよし叱思います。

石膏刷りはプレス機を必要としない分、場所を

選ばず銅版画の講習会を開く事ができます。そ

の制作過程は、まず歯科用石膏又は模型用石膏、

プラスチック容器、デ、ジタル量り、紙コップ、建築

資材用パックパッカー(スポンジにテープがつい

たもの枠として使用する)を用意します。銅版にイ

ンク詰めパックバッカーを張り石膏を流す準備を

した後、石膏を水と混合します。その方法はプラ

スチックの容器に石膏 220gを入れておき、上か

ら水 130ccを入れて蓋を閉めた後、振ることで簡

単に混合することができます。(石膏の種類によ

って水の量は違います。)

注意することは、容器に水を入れた後直ぐに容器

を引っ繰り返して振ることで、す。引っ繰り返さない

と底に石膏が粉末のまま残ります。このフ。ラスチッ

ク容器に入れ振ることで重し1パイプFレーターを使

用しなくても混合できるのですが、多少空気が入

るので振った容器を、輪を描くように動かし追い



出してください。使用後容器に残った石膏は 30

分位で固まりますので、プラスチック容器を強く押

して石膏を割り取り出します。

今回の大学版画展での発表に際し版画研究室

の助手諸君の協力を得て、銅版画だけではなく

油↑制て版コラグラフ、リトグラフ、デジタルプリント、

モノタイプ等の可能性を探ってもらいました。石膏

刷りは作品のサイズがハガキ位の大きさなら問題

はないが作品が大きくなると重くなるのと割れる

危険性があります。

公開講座 12月7日

石膏刷りを学生、社会人講座、子供講座等で指導

するうちにこの方法は子供達には大変よし号財オと

なると考え新日本造形株式会社の白井君に紹介

をしました。以下は白井信行氏によるものです。

石膏写し刷り技法の美術教材商品化へ

教育現場から

昨今、図工・美術の初・中・高等教育現場にお

いて、年間カリキュラムから、版画課題の導入が

減っています。

理由としては、図工・美術の授業時間が少ない

ので、手間のかかる版画は導入しづらいと聞きま

す。また、場所をとる、設備が必要、プレス機や

薬品など安全性・健康など注意しなければならな

い、生徒から目がはなせないなど、版画を課題に

できない理由の要因はさまざまあるようです。

初等教育から版画を導入しているとし、う教育文

化は日本独自であり、それを守り更に発展させて

いくために、できるだけ授業に導入しやすい版画
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技法を版画研究大学との連携を通して研究・商品

化してして必要があるのではと考えております。

具体的な課題として

下記の様な版画技法の研究を考えております。

①現状の版画のマイナス要因を減少させる技法

の研究。具体的には

-工程が少なし¥(作業時間の減少)、

-物理的な制約からの解放(プレス機などの設備

がなくてもできる)

-場所をとらなし、

②版画技法プラスαな表現

・版画でしかできない表現

③安全で人体にやさしし、技法

版画研究大学との連携

多摩美術大学の版画研究室では、卒業後も

設備がなくても作品制作ができるような版画技法

の研究が盛んです。その研究のひとつに銅版画

教授の渡辺達正先生より、紹介された技法があり

ました。

「石膏写し刷り」とし、う彫塑などで使用される石膏

を使った技法で、す。

通常、版と紙をプレス機にとおして印刷しますが、

この技法はインクをつけた版の上に、石膏を流し、

その石膏にイメージを写しとるという技法です。

最初の印象は、簡単に、失敗がなく、きれいに写

ることと、なぜ写るのかという不思議さと、見た目

が紙で、はなく艶のある重量感のあるタイルのよう

なイメージで、版画から絵画、工芸の表現につな

がる印象を感じました。また、石膏ですから写っ

たあとイメージ部分をニードノレで、スクラッチなど加

筆、修正が加えられるとしづ特徴もあり、水彩絵の

具で着色もでき、簡単に多色風の版画表現がで

きます。

具体的な課題としていた今後の版画技法に沿っ

たものであると思い、渡辺先生にご協力を頂き、

商品化の検討を始めました。

セット商品化の問題

「石膏写し刷り」は版材を選びませんので、学校

耕オとしてもっとも使用されている、樹脂板を版材



とし、技法もドライポイントにしました。

セット内容としては、耕オとしての価格帯を考慮し

てセット内容を検討していきました

問題は石膏でした。

先生が研究してしも石膏は、 2種類の石膏の混合、

また、繊細な部分まで写し取れる高価な歯科用石

膏でした。

価格帯と小分けとし、う手間を考慮し、できるだけ1

種類で安価な石膏を探すこととし、またできるだ

け速い硬化時間の条件の石膏をテストをし、価格

も希望の条件内のものを見つけました。写し取り

のテストもよい結果で、したので、セット内容は、以下

の様になりました。

商品名は「石こうプリントセットJ

① ドライポイント用樹脂板

② ニード、ル(鉄筆)

③ 小分け石膏

④ 粘着材付のウレタン角棒

⑤ 下絵用紙

⑥ 説明書

石こうプリントセット内容写真

石膏の問題

商品化は目の前でしたが、石膏とし、う材料につ

いて、問題がありました。

現在は学校現場で、は石膏の使用が減っています。

排水に流せない、粉末が飛散するなど環境と健

康への問題があるようです。そこで、その問題を

クリアーするには、石膏をビニール袋からだ、さな

い、排水に流さない工夫が必要であると考え、石

膏のメーカーに相談したところ、警察の鑑識課で

は、ビニール袋のなかで、水と石膏を混合すると聞

55 

きました。

また渡辺先生の研究では、容器の中に石膏を先

に小分けしておいて、後から水を加えて、蓋をし

て逆さまにして振って混合させて研究しており、

失脚〉なし、ょうです。

ビニール袋に小分けされた石膏に、水を混ぜる

テストをしたところ完壁ではありませんが、できる

ことがわかりましたので、説明書等に石膏の水と

の混合は容器にうつしても、ビニール袋の中で、の

混合でもどちらかを選択して頂くような記載としま

した。

カタログ販売は

2007年度のカタログより商品の掲載をはじめ

ましたが、新しい版画技法などはカタログに掲載

されただけでは、技法の内容が伝わりにくいので、

講習会をとおして認知していただこうと、まずは毎

年開催しています、教材フェアー、 2007年度は

大阪開催でした、学校の指導者の方々に、 2日間

で約200名に体験していただきました。

このフェアーでの初めて体験された方々の反応

は、石膏に写ることが不思議な事と設備がいらな

いこと、石膏という材質のみなおし、写った後、修

正加筆ができるところなど、非常に高評価されま

した

三五忌

教材フェアーの様子

各地で、の意見の中で、多くあったのが、「石膏は落

としたら割れることが気になるJ~v 、うことです。

でも、中には作品を大事に扱うことの指導のきっ

かけになるとしち意見もいただきました。

今後の課題は、壊れない、または壊れにくいもの

の研究と考えています。



講習会で指導者方の意見を聞いていくと、授業

時間が限られているので手間のかかる版画は授

業では導入しづらいことと、また生徒達はおもし

ろくなし也、授業に熱中しないそうです。

この石膏写し昂IJりは版画以上の表現を感じ、な

にか新しさもあり可能性を感じるとしち感想、を多く

いただきました。

現在はガラス、木彫、石彫などたくさんの表現

技法があり、いろんな表現を子供達に経験させた

いそうです。ですから、版画を授業に導入させた

いならば、版画技法プラスαな表現の開発、改良

が必要とあらためて感じました。

子どもワークショップ

2008年12月7日(日曜日)

町田市立国際版画美術館内アトリエ

対象:小学生

スタッフ:多摩美術大学版画研究室助手

学生アシスタント

今まで、指導者向けの講習会のみ行なってきまし

たが、今回子ども向けのワークショップの機会を

頂きました。

子どもたちが、石膏写し刷りをどう思うのか、 t相惑

してみるよい機会と思いました。

今回参加の小学生は低学年(1'"'-'3年)が多かっ

たので、版画やドライポイントを知らないと思い、

当日説明を工夫してみました。

「この不思議な粉が絵をすいとって、白いタイル

のような石になるよ」品、うマジックの意味合いに

したところ興味をもって聞いてくれました。

どんな絵にするのかが、難しし、ょうでしたが、み

んなおもしろい作品をつくっていました。ドライポ

イントの線について子ども達の感じ方が興味深く、

怖いというイメージを持つようです。このような子

ども達の新魚や旨意見から新しい版画表現の開発・

研究に結びつけていければと思いました。

子どもワークショップの様子

子どもワークショップ参加児童の作品 (鳥)

子どもワークショップ参加児童の作品 (恐竜)
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このたびの展覧会の開催にあたり、ご尽力頂い

た各係の担当校の主な役割と担当校は以下の通

りです。ポスター・DM発送:明星大学、チャリティ

ー部門:女子美術大学、搬入受付:日本大学・東

京動育大学・女子美術大学・東京造形大学・多摩

美術大学、展示:東京造形大学・武蔵野美術大

学・東京事術大学・日本大学・明星大学・和光大

学・東京学芸大学・多摩美術大学、搬出撤去:東

京塾術大学・日本大学・武蔵野美術大学・女子美

術大学・多摩美術大学、パーティー:東京造形大

学・創形新鮮枝、展示会場当番:多摩美術大

学・東京造形大学・東京事術大学・東京学芸大学・

立教女判完短期大学・武蔵野動青学園・文化女子

大学・東京家政大学・青山特完女子短期大学・創

形美術学校・横浜鄭情短期大学・東海大学・東洋

美休戸撤・武蔵野美術大学・明星大学・女子美術

大学短期大学部・和光大学・女子美術大学・文化

判完・日本大学。

<展示作業>12月4日 担当校の学生・教員

買い上げ収蔵賞(町田市立国際版画美術館収蔵

賞)は以下の30名が受賞しました。

福田浩子・須藤光和(東北芸術工科大学)、斉藤

慶子・小林美佐子(女子美術大学)、菊池史子(日

本大学)、岩淵華林・藤崎美和・贋瀬理紗・石崎未

来(東京造形大学)、中村遥・山田彩加・渡辺真

子・小島ふみ(東京芸術大学)、右田啓子・有泉智

津子・李元淑・柴田源式(多摩美林汐て学)、門馬英

美・1青田摩耶・吉松遼平(武蔵野美術大学)、加藤

友梨(名古島萱形大学)、松本、坊市り・東条香澄・

棲井裕子・遠藤美香(愛知県立芸術大学)、今井

恵(大阪割伏学)、堂東由億京都市立芸術て

朝、柴田美春・滝野晶穂、・河合洋典(京都精華大

学)※次頁に作品画像掲載。
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会期中観客の投票により選出される観客賞は、宮

本承司(大阪芸術大学:)iおすしJに決定。観客賞

受賞者に投票した観客の中から抽選で5名に版

画作品がプレゼントされました。

く作品寄贈〉井出創太郎(愛知県立芸術大学)・木

下恵介(東京造形大学)・園山晴己(日本大学)・八

木なぎさ(女子美術大学短期大学部)・八木文子

(山形大学)各氏にご協力頂きました。

観客賞作品『おすし』 宮本承司(大阪芸術大学)

展覧会運営上の主な検討事項は以下の通りです0

.展示作業までの各種締切りの見直しと徹底等

・データ提出後の無申告での変更(提出された

ものと異なるタイトノレやサイズ、等)

-出品作品の額装に展示用の紐が無い、あるい

は紐が額の重量に耐えられない等の不備・陳

列作業中・展示期間中の作品落下や破損等

・買い上げ賞作品の収蔵納期・形態についての

徹底等(収蔵納期は会期末に統一して欲しし浩

美林市宮からの要望がありました。)

本年度より搬入・搬出作業や目録作成作業を円滑

に行うため、出品票の増加(作品前面・送付時外

箱貼付け用)やデータ提出方法を変更する等、い

くつか試みました。こちらの不備や行き違いで多

少の問題は出たものの、全体を通して大変スムー

ズに進行することが出来ました。

第 33回全国大学版画展を滞り無く終了出来まし

たのも、会員・学生の皆様や美林活官の方々のご理

解とご協力のおかげと思っております。心より感謝

申し上げます



版画展展評

今井圭介

町田市立国際版画美術館学芸員
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第33回全国大学版画展が開催された。版

画教育にかかわる大学、専門学校などの教

育機関が全国的な規模で集まる他に例のな

い展覧会に、今回は60校、 271名が参加、

出品した。

‘…各大学関係者にとって、年に1度の成

果を問う重要かっ貴重な機会…"(本年展覧

会リーフレット『開催にあたって』より)と位置

づけられてしも大学版画展は、制作、発表を

通じ、学生に版や版画の表現についての理

解を促したり、指導者同士が情報交換を行い、

展示やワークショップなどで一般に大学で、の

版画教育を周知したりする場として大いに活

用されている。1987年、第 12回展から国際

版画美術館で開催するようになると、規模も

大きくなり、運営や展示などに大変な労力が

必要となった。それにもかかわらず、長年展

覧会が実施されてきた。その重要さはさらに

高くなってきている。

今回、展評の依頼により会場であらためて

考えたことがある。それはかつて多くのアー

テイストが刺激をうけた東京国際版画ビエン

ナーレ展(1957年，-....，78年 11回展にて休止)

のことである。同展は版画に多大な影響を与

えた。特に 60年代後半からは版画の方向性

を多様化させた。その中に写真製版の普及

がある。映像が取り込みゃすく、印刷上の特

性もあって、シルクスクリーンが全盛となった。

一方、版画は版が媒体となった間接表現で、

あることから、『版』の機能を使ってどれだ、け

新しい表現をみせるのかが、東京国際版画

ビエンナーレで、の焦点のひとつともなった。

他にも、会場芸術として大型化や、現代美術

を強く意識することになったのも、この展覧会

が大きな役目を果たした。

こうした流れや、影響のその後についてはこ

こで触れる存跡直がないが、今回の版画展を

見ると、技術的に稚拙なものがなくなり、版画

の裾野の広がりゃ水準の高さを感じる。本人

の力量もあろうが、各指導者の努力が実った

ところであろう。しかしその分、いわゆる均質

化して、突出した個性を感じにくくなったよう



第33回全国大学版画展買い上げ賞受賞者作品 名前/作品タイトノレ/所属大学名

11 

須藤光和/暗黒のファラオ/東北芸術工科大学 菊池史子/picnic /日本大学

福田浩子/百鬼火影姿/東北芸術工科大学

岩沸l華林/うつる/東京造形大学 藤崎美和/wave /東京造形大学

• 
4 

庚瀬理紗/通り過ぎる人生の匂し、/東京造形大学 小島 ふみ/もぐもぐもぐ/東京芸術大学 山田彩加/形成と分裂/東京芸術大学

有泉智津子/待ち伏せする景色/多摩美術大学

中村遥/鳥/東京芸術大学 渡辺真子/Candy公GirJs/:東京芸術大学

右田啓子/2portraits (at Poni CastJe)/ '多摩美術大学

柴田源太/虫歯/多摩美術大学
李元淑/自画像/，多摩美術大学



斉藤慶子/薄明かり/女子美術大学

清田摩耶/レイヤー 1-10/武蔵野美術大学

機井裕子/untitled /愛知県立芸術大学

智内
4 
~(j 

F d 84 

c 

滝野晶穂/Stage /京都精華大学

小林美佐子/秘密 /女子美術大学 門馬英美/trace /:武蔵野美術大学

吉松遼平/SCENE枠7/武蔵野美術大学

加藤友梨/.カワヒラコ /名古屋造形大学

東条香澄/空間n愛知県立芸術大学 遠藤美香/コウセキ/愛知県立芸術大学

柴田美春/しずむ/京都精華大学

堂東由佳/dead or alive cats /京都市立芸術大学

格静

司勘

河合洋典/white noise /京都精華大学
今井恵/November /大阪芸術大学



にも思う。それは穿ち過ぎであろうか。写真

製版以降も、印刷・製版に関する技術はさら

に開発され、版による表現方法は今もなお増

えている。伝統的な木版画から CG等の電

子版までが同じ表現領域である。「版画の意

味」、「版の表現とはJを問い続けなければな

らない。それは『版画』の宿命であろう。

さて、次に作品についてだが、買い上げ賞

より2点をとりあげ、見てし1くことにした。

買い上げ賞で、もっとも票を得たのは東京芸

術大学大学院1年・中村遥の(鳥)①で、あった。

今回の得票で 50票を越えたのはこのL点だ

けである。水性刷りの木版画による、モノクロ

ーム調の作品で、死んだー羽の小禽が描か

れている。その身体は既に硬直し、朽ち果て

つつある。作品タイトルは鳥だ、が、テーマは

死である。死から我々は逃れ得ない。ところ

が我が身を振り返ってみても、死は不思議と

現実感がない。

死としち言葉を聞かぬ日はないし、様々な

メディアからそれはむしろ溢れているくらい

なのに、である。死はオブラートに包まれ、ど

こか遠くにある。そのような死が足下に転がる

鳥の亡骸でふと現実味を帯びた。木版画の

特徴を生かした多彩な彫り、板ボカシの摺り

が非常に効果的に使われ、技術の修練度も

高い。本作品以降にも期待したい。

もう一点は京都精華大学大学院のやはり1

年、柴田美春の(しずむ〉②である。写真製版

によるシルクスクリーンで、人体の映{象と、透明

で鮮烈な赤を色面としてフィルムにそれぞれ

刷り、箱状のケースに装着したものだ。写真

の利用によって人体は実体から虚像へと転

化されたが、そこへ鮮血を思わせる赤色がか

ぶり、 一種の艶めかしさをみせる。しかし、無

機質な白い箱が容器となって、その艶めかし

さをイメージの標本にした。先の(鳥〉が、手

業と版や絵の具の物質'性によって微妙なマ

チエールを作り出したのに対し、対極にある

手法である。

この他に福田浩子(百鬼火影姿)③、門馬
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英美(Trace)④、十数個の木口木版で大画面

の構成に臨んだ贋瀬理沙(通り過ぎる人生の

匂い)⑤などにも注目した。

最後であるが、かつて吹田文明氏は版画

専門誌に次のように語られたド・版画の技術

の修得だけで終わるのではなく、現代美術と

しての版画の可能性を追求しなければなら

ない…J(版画芸術94号/1994年)。借越だ

がこれに、枠のなかに収まることなく個々の

感性を十分に発揮してほしし、と加えさせてい

ただく。

(一部敬称略)



大学版画学会

事務局報告

平成20年度、木村秀樹会長を迎え、東京

整術大学が学会事務局、全国大学版画展展

覧会事務局は多摩美術大学が担当して参り

ました。19年度20年度の二年間、不慣れな

学会業務に携わり、町田市立国際版画美術

館、多摩美術大学の皆様には、大変御迷惑

をおかけしたのではと心苦しく思っておりま

す。特に、町田市立国際版画美術館学芸員、

佐々木守俊様には多大な御助力をいただ

きました事この場を借りて厚く御礼申し上げ

ます。

学会事務局は21年度より京都市立芸術大

学が担当となります。平成20年度の反省を

踏まえ学会業務を引き継ぎたいと思っており

ます。京都市立芸術大学の皆様、学会事務

局どうぞ宜しく御原典、致します。

記大学版画学会事務局長東谷武美

平成20年度大学版画学会定期総会議事録

日時:平成20年 12月6日(土)

場所:町田市立版画美術館講堂

議事進行:東谷武美、 三井田盛一郎(東京

墾術大学)

出席146名、委任状59名、合計205名の出

席会員により成立(過半数187名)し、開催し

た0

・会長挨拶:木村秀樹 会長(京都市立芸

大)

-第2回運営委員会の報告(同日午前中開

催)運営委員26名によって開催された。

1.会員の動向

新入会員:

池田啓子(夙川学院短期大学)

竹内健太(中日版画文化交流委員会)

浅井ゆき(滋賀県立近代美制強官)

山城司雄(沖縄県立芸術大学)

退会希望:若生秀二(個人)石原誠(個人)

移動:中馬泰文(夙川学院短期大学→大

阪芸術大学)

63 

2.展覧会報告 第33回全国大学版画展一

展覧会事務局:小林敬生(多摩美術大学)

.展覧会経過報告、展示報告

・ポスター、DM作成、発送について

・公開セミナー・ワークショップについて

「石膏刷り技法紹介・技法講座」

渡辺達正(多摩美術大学)協力/新

日本造形白井信行

3.チャリティー部門報告:

馬場章(女子美術大学)

4.第38号学会制肩集経過報告

五十嵐英之(倉敷芸林博ヰ学大学)

5.第2回「大学版画展受賞者展(文房堂

ギャラリー)J実施報告

有地好登(日本大学芸術学部)

第3回「大学版画展受賞者展」

開催のお知らせ

会期 2009 年7月 15 日(水)~28 日(火)

会場: 文房堂ギャラリー

オープニングノξーティー:7月 18日(水)

担当校:東京学芸大学

6. rカナダ(カルガリー)・日本学生版画交
換展2009J(京都市立芸術大学)

7.その他「版画の時空J展について

若月公平(東北芸術工科大学)

8.収蔵賞の投票方法

一人20票。1大学4名まで。

以上

事務局東京動荷大学版画研究室

事務局長東谷武美

運営 三井田盛一郎

池田俊彦

瀧将仁

東樋口徹

北爪潤



編集後記

版画は、写真術、蓄音機等の音声記録術、

ネットを飛び、交う電子データに先駆けて「芸

術Jを全ての人々に開く原動力の一つで、あっ

たことを否定できない。

この歴史がなければ、スティーブン・ジョブP

スがアップル社で、イメージライターを企画し

たおり「ギャラリーで、展示で、きる品質をjと言っ

たような高い理想は生まれえなかっただろう。

時はいよいよその理想を万民に与え、「版

画」は、己が生み出したメデ、イアに席を譲りつ

つあるようで、もある。

一方で、今日これほど多くの版画を通じた

教育がおこなわれていることを鑑みれば、隆

盛を極めているとも言える。ここから繰り出さ

れる新しい才能を見ていると版画は多方面

に繰り出される刃のようでもある。

本号では版画がおかれている状況を読み

解く、インタビュー、かつての米国の版画王

国ぶり、教育における「版画J、現代の版画に

おける伝統的技法の意義、版画の特性、優

位性、処方筆つまり「版画」とし、う負IJの正しい

使いかたを提示することを目的としてみたが

結果はご覧のとおりである。

何より、当初の異ジャンルとの比較が満足

にで、きなかった事が悔やまれる。版画の問題

を版画の側からのみ解こうとするのではなく、

他との比較を通じてはじめて実りあるものとな

るだろうからである。

この課題は次期以降に持ち越すことになる

が、息長く取り組んで行かねばならないだろ

う。答えを探す事により版画を取り巻く様々な

取り組みにたいして、この学会誌が微力なり

とも力を尽くせる事を強く希望しながら今回

は筆をおく事にしたい。

末尾となりましたが執筆をいただいた会員

各位には謝辞を、また本誌発行に際してか

わらぬ助成をいただきました新日本造形株

式会社には特段のお礼を申し上げます

記大学版画学会誌編集委員会
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